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予
算
（
第
４
号
）
は
、
歳
入
歳
出

の
総
額
か
ら
９
３
２
万
３
千
円
を

減
額
し
、
補
正
後
の
総
額
を
２
億

８
千
１
１
８
万
８
千
円
に
す
る
も

の
で
す
。

▽
平
成
22
年
度
松
野
町
老
人
保
健

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

は
、
歳
入
歳
出
の
総
額
に
２
１
８

万
９
千
円
を
追
加
し
、
補
正
後
の

総
額
を
２
６
８
万
９
千
円
に
す
る

も
の
で
す
。

▽
平
成
22
年
度
松
野
町
介
護
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）

は
、
歳
入
歳
出
の
総
額
か
ら
２
千

６
２
０
万
８
千
円
を
減
額
し
、
補

正
後
の
総
額
を
５
億
５
１
８
万
５

千
円
に
す
る
も
の
で
す
。

▽
平
成
22
年
度
松
野
町
後
期
高
齢

者
医
療
保
険
事
業
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
１
号
）
は
、
歳
入
歳
出

の
総
額
か
ら
１
千
２
７
２
万
８
千

円
を
減
額
し
、
補
正
後
の
総
額
を

５
千
４
２
７
万
２
千
円
に
す
る
も

の
で
す
。

※
平
成
23
年
度
当
初
予
算
に
つ
い

て
は
、
5
月
号
広
報
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

松
野
町
議
会
定
例
会

 

平
成
23
年
第
１
回

　
平
成
23
年
第
１
回
松
野
町
議
会

定
例
会
が
、
３
月
４
日
に
召
集
さ

れ
、
３
月
10
日
・
16
日
・
28
日
に
提

出
議
案
な
ど
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

　
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

報
　
　
告

◎
松
野
町
教
育
に
関
す
る
事
務
の

管
理
及
び
執
行
の
状
況
の
点
検
及

び
評
価
等
の
報
告
に
つ
い
て

◎
鬼
北
土
地
開
発
公
社
に
関
す
る

報
告
に
つ
い
て

承
　
　
認

◎
専
決
処
分
の
承
認
に
つ
い
て

︵
変
更
委
託
契
約
の
締
結
に
つ
い

て
︵
地
域
情
報
通
信
基
盤
整
備
推

進
交
付
金
事
業
整
備
工
事
︵
第
3

工
区
︶︶︶

▼
原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

議
　
　
案

◎
鬼
北
地
域
情
報
通
信
基
盤
設
備

条
例
に
つ
い
て

◎
松
野
町
携
帯
電
話
等
エ
リ
ア
整

備
事
業
分
担
金
徴
収
条
例
に
つ
い

て◎
松
野
町
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

設
置
条
例
に
つ
い
て

◎
松
野
町
隣
保
館
設
置
及
び
管
理

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

◎
向
井
大
型
共
同
作
業
場
の
指
定

管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

◎
松
野
町
社
会
教
育
施
設
︵
地
域

改
善
対
策
集
会
所
︶
の
指
定
管
理

者
の
指
定
に
つ
い
て

◎
松
野
町
農
産
物
加
工
施
設
の
指

定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

◎
松
野
町
ふ
れ
あ
い
交
流
館
︵
福

祉
部
門
︶
の
指
定
管
理
者
の
指
定

に
つ
い
て

◎
松
野
町
ふ
れ
あ
い
交
流
館
︵
温

浴
部
門
︶
の
指
定
管
理
者
の
指
定

に
つ
い
て

◎
松
野
町
課
設
置
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

▼
以
上
に
つ
い
て
原
案
ど
お
り
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

決
　
　
議

◎
松
野
中
学
校
改
築
特
別
委
員
会

設
置
に
関
す
る
決
議

▼
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

発
　
　
議

◎
松
野
町
災
害
対
策
基
金
条
例
に

つ
い
て

▼
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

選
　
　
挙

◎
宇
和
島
地
区
広
域
事
務
組
合
議

会
議
員
の
選
挙
に
つ
い
て

▼
指
名
推
薦
に
よ
り
、
関
本
良
夫

氏
が
宇
和
島
地
区
広
域
事
務
組
合

議
会
議
員
に
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

◎
愛
媛
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合
議
会
議
員
の
選
挙
に
つ
い
て

▼
指
名
推
薦
に
よ
り
、
関
本
良
夫

氏
が
愛
媛
県
後
期
高
齢
者
医
療
広

域
連
合
議
会
議
員
に
就
任
さ
れ
ま

し
た
。

同
　
　
意

◎
松
野
町
監
査
委
員
の
選
任
に
つ

き
同
意
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

▼
加
藤
康
幸
氏
を
選
任
す
る
こ
と

に
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

◎
松
野
町
教
育
委
員
会
委
員
の
任

命
に
つ
き
同
意
を
求
め
る
こ
と
に

つ
い
て

▼
曽
我
敦
美
氏
を
任
命
す
る
こ
と

に
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

◎
松
野
町
固
定
資
産
評
価
員
の
選

任
に
つ
き
同
意
を
求
め
る
こ
と
に

つ
い
て

▼
大
谷
吉
廣
氏
を
選
任
す
る
こ
と

に
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

選
　
　
任

◎
消
防
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

▼
指
名
推
薦
に
よ
り
、
森
岡
健
治

氏
、
加
藤
康
幸
氏
、
稲
田
溜
氏
が

消
防
委
員
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
22
年
度
補
正
予
算

【
一
般
会
計
】

▽
平
成
22
年
度
松
野
町
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
５
号
）
は
、
歳
入

歳
出
の
総
額
に
３
千
３
７
２
万
７

千
円
を
追
加
し
、
補
正
後
の
総
額

を
28
億
９
千
１
４
８
万
円
に
す
る

も
の
で
す
。

【
特
別
会
計
】

▽
平
成
22
年
度
松
野
町
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
４

号
）
は
、
歳
入
歳
出
の
総
額
に
１

２
３
万
円
を
追
加
し
、
補
正
後
の

総
額
を
５
億
８
千
９
０
０
万
７
千

円
に
す
る
も
の
で
す
。

▽
平
成
22
年
度
松
野
町
国
民
健
康

保
険
中
央
診
療
所
特
別
会
計
補
正

る
条
例
に
つ
い
て

◎
松
野
町
一
般
職
の
職
員
の
給
与

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
に
つ
い
て

◎
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に

つ
い
て

◎
松
野
町
国
民
健
康
保
険
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

◎
松
野
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い

て◎
松
野
町
特
別
会
計
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

◎
松
野
町
重
度
心
身
障
害
者
医
療

費
助
成
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
に
つ
い
て

◎
目
黒
多
目
的
広
場
の
指
定
管
理

者
の
指
定
に
つ
い
て

◎
松
野
町
奥
野
川
多
目
的
共
同
利

用
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に

つ
い
て

◎
松
野
町
奥
内
農
村
公
園
の
指
定

管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

◎
松
野
町
住
民
公
園
の
指
定
管
理

者
の
指
定
に
つ
い
て

◎
松
野
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
集
会
所

施
設
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ

い
て

◎
松
野
町
墓
地
の
指
定
管
理
者
の

指
定
に
つ
い
て
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土
居
　
一
誠
　
議
員

◎
松
野
町
政
の
現
状
に
つ
い
て
の

認
識
確
認
と
こ
れ
か
ら
の
町
づ
く

り
へ
の
戦
略
構
想
に
つ
い
て

○
選
挙
後
、
理
事
者
と
初
対
面
と

な
っ
た
新
し
い
議
会
で
あ
り
、
そ

の
意
味
で
こ
れ
か
ら
の
町
政
に
大

変
重
要
な
意
義
を
持
つ
本
議
会
で

あ
り
ま
す
の
で
、最
初
に
あ
た
り
、

町
長
の
基
本
的
な
考
え
方
や
そ
の

姿
勢
に
つ
い
て
お
尋
ね
し
ま
す
。

　
そ
れ
は
、
松
野
町
を
構
成
す
る

町
民
の
幸
せ
と
は
何
だ
ろ
う
、
地

方
自
治
と
は
一
体
ど
う
い
う
こ
と

だ
ろ
う
、
そ
の
中
で
、
町
長
の
役

割
は
、
議
会
議
員
の
役
割
は
、
と

い
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
わ
た
し

た
ち
が
住
む
地
域
の
社
会
環
境

は
、
少
子
化
、
高
齢
化
、
人
口
の

減
少
か
ら
く
る
過
疎
問
題
、
企
業

の
撤
退
に
よ
る
働
く
場
所
が
無
く

な
っ
た
こ
と
な
ど
、
町
民
が
ス
ク

ラ
ム
を
組
ん
で
生
き
て
い
く
上
で

本
当
に
厳
し
い
環
境
が
続
い
て
お

り
ま
す
。

　
一
方
で
、
健
康
維
持
、
増
進
、

医
療
や
介
護
問
題
を
含
む
福
祉
へ

の
需
要
は
益
々
増
大
を
し
て
い
る

今
日
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

中
、
町
議
選
が
始
ま
り
、
町
内
各

階
層
の
皆
さ
ん
と
対
話
を
重
ね
、

生
活
さ
れ
て
い
る
状
況
が
目
に

入
っ
て
参
り
ま
し
た
。
ど
こ
の
集

落
も
著
し
く
若
い
人
が
極
端
に
少

な
く
な
っ
て
き
て
お
り
、
高
齢
化

社
会
が
確
実
に
進
ん
で
い
る
こ
と

を
実
感
し
た
次
第
で
あ
り
ま
す
。

医
療
や
福
祉
を
求
め
て
も
、
中
々

思
う
よ
う
に
い
か
ず
、
日
常
生
活

の
中
で
食
料
品
ほ
か
必
需
品
が
欲

し
い
と
思
っ
て
も
、
体
が
弱
っ
て

思
う
よ
う
に
動
け
な
い
。
家
族
の

絆
、
地
域
社
会
の
絆
が
薄
れ
つ
つ

あ
る
と
言
わ
れ
る
今
日
、
都
会
で

は
核
家
族
の
広
が
り
や
単
身
化
、

生
涯
未
婚
化
な
ど
無
縁
社
会
へ
裾

野
の
広
が
り
が
大
き
な
心
配
ご
と

と
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
農
山
村

地
域
で
も
絆
社
会
が
段
々
薄
く
な

り
つ
つ
あ
る
よ
う
に
思
え
、
心
配

で
あ
り
ま
す
。
特
に
限
界
集
落
の

様
相
を
呈
し
つ
つ
あ
る
集
落
も
予

想
さ
れ
る
今
日
、
絆
社
会
の
構
築

は
町
民
一
人
一
人
の
生
活
を
守
る

上
か
ら
も
緊
急
課
題
と
考
え
ま
す

が
、
町
長
の
認
識
を
お
伺
い
致
し

ま
す
。

　
ま
た
、
こ
れ
か
ら
の
町
づ
く
り

の
基
本
戦
略
に
つ
い
て
お
尋
ね
い

た
し
ま
す
。

　
松
野
町
と
い
う
舞
台
を
考
え
て

み
る
と
、
先
ず
町
民
生
活
の
大
動

脈
で
あ
る
国
道
、
県
道
、
町
道
、

農
林
道
の
整
備
が
進
み
、
農
業
で

は
、水
田
の
ほ
場
整
備
が
完
了
し
、

農
地
開
発
に
よ
っ
て
畑
作
環
境
が

整
え
ら
れ
、
四
万
十
の
上
流
域
に

あ
っ
て
河
川
に
恵
ま
れ
、
国
立
公

園
滑
床
を
有
し
、
一
方
、
芝
不
器

男
や
河
後
森
城
跡
に
代
表
さ
れ
る

歴
史
文
化
の
遺
産
に
も
恵
ま
れ
、

先
祖
先
輩
の
お
骨
折
り
や
努
力
に

よ
っ
て
、
あ
る
程
度
の
、
他
町
村

に
負
け
な
い
舞
台
が
出
来
て
い
る

よ
う
に
思
い
ま
す
。
今
、
町
行

政
に
課
せ
ら
れ
た
緊
急
課
題
は
、

４
，
５
０
０
人
の
全
町
民
を
こ
の

町
土
と
い
う
舞
台
で
如
何
に
活
躍

さ
す
か
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
ど
の
よ
う
な
シ
ナ
リ

オ
を
描
き
、
ど
う
演
出
し
て
振
り

を
付
け
て
い
く
か
に
か
か
っ
て
い

る
と
思
い
ま
す
。
町
長
と
い
う
の

は
、
そ
の
シ
ナ
リ
オ
ラ
イ
タ
ー
で

あ
る
と
同
時
に
演
出
家
で
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の
シ
ナ
リ
オ

の
中
身
や
演
出
の
出
来
不
出
来
に

よ
っ
て
町
村
間
に
差
が
生
じ
て
く

る
こ
と
は
当
然
で
あ
り
ま
す
。
町

民
一
人
一
人
の
満
足
度
を
高
め
る

た
め
に
は
町
行
政
の
停
滞
は
許
さ

れ
ま
せ
ん
。
い
く
ら
優
秀
な
町
長

さ
ん
で
も
一
人
で
は
無
理
で
す

が
、
幸
い
松
野
町
に
は
素
晴
ら
し

い
課
長
職
以
下
大
勢
の
職
員
が
お

り
ま
す
。
こ
の
優
秀
な
全
職
員
の

知
恵
を
引
き
出
し
、
情
報
力
を
集

め
、
将
来
を
見
通
し
的
確
な
決
断

の
下
、
行
動
に
移
す
こ
と
が
必
要

と
考
え
ま
す
が
、
町
長
の
認
識
を

お
伺
い
致
し
ま
す
。

【
町
長
答
弁
】

　
地
方
分
権
や
地
域
主
権
改
革
が

国
を
挙
げ
て
進
め
ら
れ
る
な
ど
、

目
ま
ぐ
る
し
く
地
方
自
治
体
を
取

り
巻
く
環
境
が
変
化
す
る
中
で
、

本
町
に
お
い
て
は
、
過
疎
化
、
少

子
高
齢
化
の
進
行
や
主
要
産
業
の

衰
退
、
誘
致
企
業
の
撤
退
等
を
要

因
と
し
た
雇
用
環
境
の
悪
化
な

ど
、
大
変
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま

し
て
、
地
域
活
力
が
低
下
し
て
お

り
ま
す
。

　
特
に
、
過
疎
化
、
少
子
高
齢
化

は
顕
著
で
あ
り
、
平
成
23
年
2
月

末
に
お
い
て
は
、
人
口
が
４
，
４

９
１
人
、
高
齢
化
率
は
36
・
８
％

と
な
り
、
今
後
も
人
口
の
自
然
減

少
は
否
め
ず
、
高
齢
化
率
も
ま
す

ま
す
増
加
す
る
見
通
し
で
あ
り
、

限
界
集
落
の
拡
大
と
集
落
機
能
の

低
下
が
危
惧
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
高
齢
化
社
会
が

進
行
す
る
中
に
あ
っ
て
、
住
民
の

保
健
、
医
療
、
福
祉
ニ
ー
ズ
へ
の

対
応
、
在
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
充

実
、
防
災
・
防
犯
体
制
の
強
化
な

ど
の
課
題
に
的
確
に
対
応
し
て
い

く
た
め
に
は
、
行
政
だ
け
の
力
で

は
限
界
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。
こ

れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る

に
は
、
住
民
と
の
協
働
は
欠
か
せ

ぬ
も
の
と
言
え
ま
す
。

　
土
居
議
員
の
ご
指
摘
の
と
お

り
、
少
子
高
齢
化
や
核
家
族
化
等

を
背
景
と
し
て
、
家
族
の
つ
な
が

り
、
地
域
に
お
け
る
人
と
人
や
、

世
代
間
の
つ
な
が
り
と
い
っ
た
絆

は
、
大
都
市
だ
け
で
な
く
農
村
社

会
、
つ
ま
り
松
野
町
で
も
薄
く

な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、
こ

れ
ま
で
社
会
自
体
が
あ
ま
り
に
も

経
済
性
や
効
率
性
を
求
め
す
ぎ
た

こ
と
な
ど
か
ら
、
人
間
関
係
の
希

薄
化
が
進
み
、
こ
の
こ
と
が
さ
ま

ざ
ま
な
ひ
ず
み
を
も
た
ら
す
な

ど
、
私
た
ち
の
社
会
生
活
が
揺
ら

い
で
き
て
い
る
の
で
は
な
い
か

と
、
私
自
身
も
感
じ
る
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。
昔
、「
結
い
」
と
い

う
地
域
社
会
を
支
え
て
き
た
仕
組

み
が
あ
り
ま
し
た
が
、
今
一
度
、

こ
れ
を
見
つ
め
直
し
、
人
と
人
、

人
と
地
域
、
人
と
自
然
と
の
絆
や

一 

般 

質 

問
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つ
な
が
り
を
再
構
築
す
る
必
要
が

あ
る
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
私
の
ま
ち
づ
く
り
の
基

本
目
標
で
あ
る
「
安
全
・
安
心
で

健
康
な
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
」
を

進
め
て
い
く
た
め
に
は
、
地
域
内

で
支
え
合
え
る
仕
組
み
づ
く
り
、

い
わ
ゆ
る
絆
社
会
の
構
築
は
、
重

要
な
柱
と
な
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
信
頼
と
協
力
、
思
い
や
り
と

い
っ
た
人
間
関
係
を
大
切
に
す
る

「
共
生
」
の
原
理
に
基
づ
く
「
絆

社
会
」
の
考
え
方
、
こ
れ
こ
そ
、

町
民
が
心
豊
か
に
暮
ら
せ
る
社
会

を
築
く
た
め
に
は
、
な
く
て
は
な

ら
な
い
も
の
で
あ
り
、
町
民
誰
も

が
、
社
会
的
に
孤
立
せ
ず
、「
し

あ
わ
せ
」
を
目
指
せ
る
ま
ち
づ
く

り
の
た
め
に
、
ま
た
、
さ
ま
ざ
ま

な
地
域
課
題
に
対
応
し
て
い
く
た

め
に
、
絆
社
会
の
構
築
に
し
っ
か

り
と
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

　
次
に
、
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
戦

略
に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
が
、
私

の
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
ス
タ
イ
ル

は
、「
森
の
国
ま
つ
の
」
の
有
す

る
豊
か
な
自
然
環
境
、
脈
々
と
受

け
継
が
れ
て
き
た
歴
史
文
化
な

ど
、
他
地
域
に
誇
れ
る
地
域
財
産

を
活
か
し
な
が
ら
、
松
野
町
の
ア

イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
確
立
し
、
人

情
細
や
か
な
郷
土
の
発
展
を
目
指

す
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
町
民
が
夢

と
希
望
の
持
て
る
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
て
い
く
た
め
に
は
、
本
町
が

抱
え
る
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
課
題
を

い
か
に
町
民
と
の
協
働
に
よ
り
解

決
し
て
い
く
か
に
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
、
行
政
主
導
の
数
次

に
亘
る
過
疎
対
策
事
業
に
よ
り
イ

ン
フ
ラ
整
備
に
取
り
組
ん
で
き
た

結
果
、
確
か
に
町
民
の
生
活
基
盤

は
向
上
し
ま
し
た
。
し
か
し
な
が

ら
、
町
民
の
所
得
水
準
は
、
都
市

部
と
比
べ
、
著
し
く
低
位
に
あ
る

な
ど
、
未
だ
に
住
民
生
活
の
基
本

的
な
部
分
に
お
い
て
大
き
な
格
差

が
生
じ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
現
状
を
踏
ま
え
、
地
域
活
性
化

を
図
る
た
め
に
は
、産
業
の
振
興
、

福
祉
の
充
実
、
生
活
環
境
の
整
備

な
ど
、
複
合
的
な
施
策
の
展
開
が

重
要
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　「
ま
ち
づ
く
り
推
進
計
画
」
に

も
示
し
て
お
り
ま
す
が
、
私
は
、

こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
の
キ
ー

ワ
ー
ド
と
し
て
、「
協
働
」「
福
祉
」

「
教
育
」「
再
生
」
を
掲
げ
、
こ
れ

ま
で
の
成
果
を
よ
り
効
果
的
に
機

能
さ
せ
る
と
と
も
に
、
地
域
の
活

性
化
の
た
め
に
、
ハ
ー
ド
・
ソ
フ

ト
両
面
か
ら
積
極
的
に
展
開
し
て

ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　
依
然
と
し
て
、
財
政
環
境
は
厳

し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
が
、
危
機

的
状
況
か
ら
は
脱
却
し
、
町
財
政

は
徐
々
に
回
復
傾
向
に
あ
り
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
時
こ
そ
、
智
恵

と
工
夫
に
よ
る
施
策
展
開
が
重
要

で
あ
り
ま
す
。

　
昨
年
12
月
に
は
、
平
成
27
年
度

ま
で
を
計
画
期
間
と
す
る
今
後
６

年
間
の
過
疎
地
域
自
立
促
進
計
画

を
策
定
し
ま
し
た
が
、
今
回
の
計

画
か
ら
、
ソ
フ
ト
事
業
に
も
過
疎

対
策
事
業
債
の
充
当
が
可
能
と
な

り
ま
し
た
。
こ
の
計
画
に
お
い
て

は
、
産
業
の
振
興
を
は
じ
め
、
交

通
通
信
体
系
の
整
備
、
教
育
文
化

の
振
興
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
に

お
い
て
、
諸
事
業
を
実
施
す
る
こ

と
と
し
、
特
に
、
医
師
確
保
対
策

や
人
材
育
成
、子
育
て
支
援
な
ど
、

喫
緊
の
課
題
に
対
応
す
る
こ
と
と

し
て
お
り
ま
す
。

　
一
方
で
、
松
野
町
長
期
計
画
の

前
期
が
終
了
し
た
こ
と
か
ら
、
平

成
22
年
度
に
お
い
て
、
今
後
５
か

年
間
の
計
画
を
見
直
す
中
で
、
各

部
落
が
策
定
し
て
い
た
「
地
域
計

画
」
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
お

い
て
再
度
検
討
を
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
。
こ
の
地
域
計
画
に
沿
っ

て
、
自
ら
が
一
つ
で
も
地
域
の
活

性
化
に
つ
な
が
る
事
業
を
展
開
し

て
い
た
だ
く
こ
と
を
期
待
し
て
お

り
ま
す
。
土
居
議
員
の
ご
指
摘
の

と
お
り
、
全
町
民
を
こ
の
町
土
と

い
う
舞
台
で
如
何
に
活
躍
さ
せ
る

か
、
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を

推
進
で
き
る
か
、
こ
れ
は
町
政
の

舵
取
り
役
で
あ
る
私
を
は
じ
め
、

全
職
員
の
肩
に
掛
か
っ
て
い
る
と

思
い
ま
す
。
職
員
数
が
か
な
り

減
っ
て
い
る
中
で
、
組
織
の
再
編

に
よ
り
、
十
分
に
機
能
で
き
る
体

制
づ
く
り
を
行
い
、
各
種
計
画
の

具
現
化
を
目
指
し
、
町
民
の
負
託

に
応
え
る
べ
く
、
勇
気
と
決
断
、

迅
速
、
的
確
な
行
動
に
よ
り
、
ま

ち
づ
く
り
に
邁
進
し
た
い
と
存
じ

ま
す
。

　
ま
ち
づ
く
り
の
成
果
は
、
即
効

性
の
あ
る
も
の
と
、
時
を
要
す
る

も
の
が
あ
り
ま
す
。
施
策
や
目
標

年
次
の
明
確
な
設
定
に
よ
り
、
一

歩
一
歩
前
進
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
一
時
の
町
政
の
混
乱
は
、

大
き
な
痛
手
と
な
り
ま
し
た
が
、

か
つ
て
県
下
で
も
ま
ち
づ
く
り
の

先
進
地
と
し
て
名
を
馳
せ
た
松
野

町
で
あ
り
ま
す
。
町
民
と
の
融
和

を
図
り
な
が
ら
、
松
野
町
の
素
晴

ら
し
さ
を
も
う
一
度
、
町
内
外
に

知
ら
し
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
村
尾
　
重
利
　
議
員

◎
行
財
政
改
革
に
つ
い
て

○
ま
ち
づ
く
り
推
進
計
画
ダ
イ

ジ
ェ
ス
ト
版
、
平
成
23
年
度
業
務

計
画
に
よ
る
と
、
住
民
と
の
協
働

に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
が
必

要
不
可
欠
と
な
っ
て
お
り
ま
す

が
、
具
体
的
に
は
ど
の
よ
う
な
計

画
で
、
予
算
は
ど
う
な
っ
て
い
る

の
で
し
ょ
う
か
。

　
ま
た
、
人
口
の
構
成
比
の
推
移

を
見
る
と
、
年
少
人
口
、
生
産
年

齢
人
口
が
減
少
し
、
老
年
人
口
が

増
加
す
る
た
め
、
年
齢
階
層
の
偏

向
が
一
段
と
進
み
、
限
界
集
落
の

拡
大
と
集
落
機
能
の
低
下
が
懸
念

さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
平
成
22
年
5
月
に
策
定
さ
れ
た

中
長
期
財
政
計
画
に
よ
り
ま
す

と
、
平
成
22
年
度
一
般
会
計
34

億
４
，
８
０
０
万
円
が
平
成
26
年

度
に
は
25
億
９
，
８
０
０
万
円
に

減
少
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま

す
。

　
歳
入
は
、自
主
財
源
が
2
億
５
，

０
０
０
万
円
と
割
合
が
低
く
、
交

付
税
、
譲
与
税
の
割
合
が
高
く
、

こ
れ
ら
依
存
財
源
の
動
向
に
左
右

さ
れ
る
状
況
が
続
く
と
考
え
ら
れ

ま
す
。

　
歳
出
で
は
、
平
成
22
年
度
に
対

し
て
平
成
26
年
度
人
件
費
が
５
億

５
，
２
０
０
万
円
に
比
べ
て
５
億

３
，
７
０
０
万
円
、
扶
助
費
が
２

億
１
，
４
０
０
万
円
に
比
べ
て
２

億
３
，
１
０
０
万
円
、
公
債
費
が

６
億
２
，０
０
０
万
円
に
比
べ
て
、

３
億
９
，
０
０
０
万
円
、
事
業
費

８
億
１
，０
０
０
万
円
に
比
べ
て
、

３
億
２
，
６
０
０
万
円
と
財
政
の

硬
直
化
が
進
ん
で
お
り
ま
す
。

　
今
後
、
松
野
町
の
活
性
化
と
改

革
の
取
組
に
つ
い
て
お
伺
い
致
し

ま
す
。

【
町
長
答
弁
】

　
町
で
は
、
平
成
17
年
度
に
松
野

町
第
４
次
長
期
計
画
「
森
の
国
・

感
動
創
造
プ
ラ
ン
」
並
び
に
「
地

域
計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た
が
、

計
画
期
間
の
半
ば
と
な
っ
た
平
成

22
年
度
に
お
い
て
、
町
を
取
り
巻

く
環
境
の
変
化
や
、
こ
の
計
画
の

進
捗
状
況
を
踏
ま
え
、
見
直
し
を

行
っ
た
次
第
で
あ
り
ま
す
。

　
特
に
、
地
域
主
権
へ
の
転
換
が

国
を
挙
げ
て
積
極
的
に
展
開
さ

れ
、
住
民
に
身
近
な
行
政
の
主
体

で
あ
る
市
町
村
の
役
割
と
責
任
が

拡
大
し
て
お
り
ま
し
て
、
住
民

ニ
ー
ズ
の
複
雑
化
・
高
度
化
に
対

応
し
、
地
域
が
抱
え
る
課
題
を
克

服
す
る
た
め
に
は
、
住
民
と
の
協

働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
が

必
要
不
可
欠
に
な
っ
て
お
り
ま

す
。

　
今
回
と
り
ま
と
め
た
、「
ま
ち

づ
く
り
推
進
計
画
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト

版
」
は
、
今
後
５
か
年
間
の
ま
ち

づ
く
り
の
方
向
性
を
示
し
た
も
の

で
あ
り
ま
し
て
、「
町
民
と
の
協

働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
」「
安
全
・



２０１１.６月

5

安
心
で
健
康
な
福
祉
の
ま
ち
づ
く

り
」「
豊
か
な
心
を
育
む
ま
ち
づ

く
り
」「
地
域
力
を
再
生
す
る
ま

ち
づ
く
り
」の
４
つ
の
柱
に
よ
り
、

ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
こ
と
と

し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
計
画
は
、

あ
く
ま
で
も
ま
ち
づ
く
り
に
取
り

組
む
指
針
と
な
る
も
の
で
あ
り
ま

し
て
、
町
の
取
り
組
み
や
財
政
の

状
況
、
行
財
政
改
革
の
内
容
に
つ

い
て
、
町
民
に
周
知
し
、
理
解
を

求
め
る
も
の
で
も
あ
り
ま
す
。

　「
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
計
画

な
の
か
」
と
い
う
点
に
つ
き
ま
し

て
は
、
こ
れ
は
「
過
疎
地
域
自
立

促
進
計
画
」
や
「
辺
地
総
合
整
備

計
画
」
な
ど
の
事
業
計
画
を
は
じ

め
、「
防
災
計
画
」「
次
世
代
育
成

計
画
」「
介
護
保
険
計
画
」
な
ど

の
諸
計
画
に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ

の
分
野
の
課
題
、
問
題
点
を
整
理

し
、
具
体
的
な
取
り
組
み
に
つ
い

て
は
、
そ
の
方
向
性
に
よ
り
実
行

し
て
い
く
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
の
度
、
地
域
自
ら
が

策
定
し
て
お
り
ま
し
た
「
地
域
計

画
」
を
再
度
見
直
し
、
自
分
た
ち

の
地
域
は
自
分
た
ち
の
手
で
良
く

す
る
と
い
う
こ
と
で
、
内
容
を
検

討
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
事
業
に
つ
き
ま
し
て

は
、
平
成
22
年
度
か
ら
予
算
化
し

ま
し
た
「
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
事

業
補
助
金
」
に
よ
り
、
推
進
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て

い
く
上
で
、
近
い
将
来
予
測
さ
れ

て
い
る
大
規
模
地
震
な
ど
の
非
常

時
に
お
い
て
は
、
自
主
防
災
組
織

の
力
は
必
要
不
可
欠
で
あ
り
、
高

齢
化
社
会
に
お
け
る
福
祉
対
策
に

も
住
民
と
の
協
働
は
欠
か
せ
ま
せ

ん
。
加
え
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
の
組
織
の
育
成
、
支

援
も
重
要
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら

に
つ
い
て
も
、
各
々
の
分
野
に
お

い
て
、
予
算
化
を
伴
う
も
の
に
つ

い
て
は
、
配
分
を
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
願

い
ま
す
。

　
次
に
、
人
口
問
題
に
つ
い
て
で

あ
り
ま
す
が
、
昭
和
30
年
の
松
野

町
発
足
時
に
は
、
９
，
６
０
５
人

を
数
え
た
人
口
は
、
過
疎
化
、
少

子
高
齢
化
の
進
行
を
主
な
要
因
と

し
て
減
り
続
け
、
平
成
22
年
３
月

末
に
お
い
て
４
，
５
０
８
人
と
半

減
を
し
た
次
第
で
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
若
者
を
中
心
と
し
た
人
口
流

出
に
よ
り
、
年
少
人
口
と
老
年
人

口
の
構
成
比
が
逆
転
す
る
な
ど
、

年
齢
層
の
偏
向
が
一
段
と
進
み
、

高
齢
化
率
は
36
％
を
超
え
、
限
界

集
落
化
、
そ
れ
に
伴
う
集
落
機
能

の
低
下
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
こ
と

は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
人

口
の
自
然
減
少
は
今
後
も
進
む
こ

と
は
間
違
い
な
く
、
人
口
減
少
の

抑
止
策
と
し
て
、
宇
和
島
圏
域
挙

げ
て
の
企
業
誘
致
に
よ
る
就
労
の

場
の
確
保
、子
育
て
支
援
策
な
ど
、

若
者
が
定
住
で
き
る
環
境
を
整
え

る
と
と
も
に
、
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
者

へ
の
支
援
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。ま
た
、

集
落
機
能
の
維
持
の
た
め
に
は
、

先
ほ
ど
土
居
議
員
の
一
般
質
問
に

お
い
て
お
答
え
し
た
と
お
り
、「
絆

社
会
」
の
構
築
を
目
指
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
一
方
、
財
政
の
見
通
し
と
行
財

政
改
革
の
推
進
に
つ
い
て
で
あ
り

ま
す
が
、
平
成
22
年
５
月
に
策
定

し
た
中
長
期
財
政
計
画
に
よ
り
ま

す
と
、
三
位
一
体
改
革
の
影
響
や

厳
し
い
国
の
財
政
環
境
か
ら
、
一

時
、
底
を
つ
き
か
け
て
い
た
財
政

調
整
基
金
も
平
成
22
年
度
末
に
お

い
て
は
、
４
億
円
程
度
に
な
る
な

ど
、
危
機
的
状
況
を
脱
し
、
徐
々

に
改
善
の
方
向
へ
進
ん
で
お
り
ま

す
。
財
政
規
模
に
つ
い
て
は
、
普

通
建
設
事
業
に
よ
り
増
減
す
る
こ

と
と
な
り
ま
す
が
、
歳
出
に
お
い

て
は
、
扶
助
費
が
必
然
的
に
増
加

す
る
も
の
の
、
定
員
適
正
化
計
画

に
よ
る
職
員
数
の
適
正
管
理
を
は

じ
め
と
し
た
人
件
費
の
抑
制
、
公

債
費
の
減
少
に
よ
り
、
義
務
的
経

費
が
減
少
す
る
な
ど
、
財
政
の

弾
力
性
が
回
復
傾
向
に
あ
り
ま

す
。
財
政
指
標
に
お
い
て
は
、
特

に
、
事
業
の
厳
選
に
よ
る
地
方
債

の
発
行
抑
止
や
低
利
資
金
へ
の
借

り
換
え
を
実
施
し
た
こ
と
、
償
還

の
ピ
ー
ク
が
過
ぎ
た
こ
と
な
ど
か

ら
、
過
去
に
お
い
て
最
大
約
64
億

円
あ
っ
た
地
方
債
現
在
高
は
、
約

35
億
円
程
度
ま
で
減
少
し
、
実
質

公
債
費
比
率
も
15
・
８
％
と
な
り
、

平
成
26
年
度
に
お
い
て
は
、
７
％

台
ま
で
減
少
す
る
と
見
込
ま
れ
て

お
り
ま
す
。

　
た
だ
、
本
町
は
、
町
税
を
は
じ

め
と
す
る
自
主
財
源
が
１
割
強
と

乏
し
く
、
地
方
交
付
税
、
譲
与
税

な
ど
に
大
き
く
依
存
し
て
い
る
た

め
、
今
後
の
国
の
財
政
の
動
向
に

よ
り
左
右
さ
れ
る
こ
と
は
、
ご
承

知
の
と
お
り
で
あ
り
ま
す
。

　
引
き
続
き
、
行
財
政
全
般
に
亘

り
、「
行
財
政
改
革
推
進
プ
ラ
ン
」

に
基
づ
き
、
ス
ク
ラ
ッ
プ
・
ア
ン

ド
・
ビ
ル
ド
、
費
用
対
効
果
の
視

点
か
ら
事
務
事
業
を
再
構
築
し
、

定
員
管
理
及
び
給
与
の
適
正
化
、

グ
ル
ー
プ
制
導
入
等
、
組
織
の
見

直
し
、
施
設
の
統
廃
合
を
進
め
る

と
と
も
に
、
限
ら
れ
た
財
源
や
人

材
を
効
果
的
に
活
用
し
な
が
ら
、

計
画
的
・
効
率
的
な
行
財
政
改
革

を
推
進
す
る
所
存
で
す
。

　
過
疎
地
域
自
立
促
進
計
画
等
の

諸
計
画
を
中
心
に
、
国
・
県
補
助

金
を
は
じ
め
、
過
疎
債
な
ど
有
利

な
財
源
を
確
保
し
な
が
ら
、
私
の

目
指
す
「
森
の
国
ま
つ
の
・
輝
け

る
未
来
づ
く
り
」
の
た
め
の
事
業

を
展
開
し
、
地
域
力
の
再
生
、
町

活
性
化
に
取
り
組
み
た
い
と
存
じ

ま
す
。

　
　
稲
田
　
　
溜
　
議
員

◎
県
道
西
土
佐
～
松
野
線
二
車
線

改
良
工
事
の
促
進
要
請
に
つ
い
て

○
主
要
県
道
西
土
佐
〜
松
野
線
改

良
工
事
は
、
平
成
11
年
県
境
か
ら

保
木
口
氏
宅
前
ま
で
歩
道
付
き
二

車
線
に
立
派
に
施
工
さ
れ
て
か
ら

休
止
の
状
態
で
す
が
、
そ
の
後
の

施
工
計
画
の
実
態
を
町
長
と
し
て

ど
の
よ
う
に
認
識
さ
れ
て
い
る

か
。
ま
た
、
工
事
の
早
期
再
開
と

早
期
完
工
を
町
と
し
て
要
請
す
る

考
え
は
お
あ
り
で
し
ょ
う
か
。

【
町
長
答
弁
】

　
こ
の
ご
質
問
に
つ
き
ま
し
て

は
、
県
所
管
の
事
業
で
ご
ざ
い
ま

す
の
で
、
建
設
計
画
に
係
る
内
容

に
つ
き
ま
し
て
は
町
と
し
て
は
県

当
局
へ
要
請
す
る
立
場
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
現
状
と
考
え
方
に
つ
い

て
事
業
主
体
で
あ
る
県
に
伺
っ
て

お
り
ま
す
の
で
、
答
弁
に
つ
い
て

は
要
点
の
み
簡
略
に
お
答
え
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
ま
ず
一
点
目
の
「
そ
の
後
の
施

工
計
画
の
実
態
を
町
長
と
し
て
ど

の
よ
う
に
認
識
し
て
い
る
か
」
と

い
う
質
問
に
つ
い
て
お
答
え
し
ま

す
。主
要
県
道
西
土
佐
松
野
線
は
、

昭
和
33
年
６
月
に
県
道
に
認
定
さ

れ
た
延
長
10
・
２
㎞
の
路
線
で
、

昭
和
39
年
度
か
ら
道
路
改
良
が
着

手
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
整
備
が
進
め

ら
れ
て
参
り
ま
し
た
。
未
改
良
区

間
と
な
っ
て
お
り
ま
す
高
知
県
境

付
近
に
つ
い
て
は
、
平
成
11
年
度

に
測
量
設
計
を
行
い
「
バ
イ
パ
ス

に
よ
る
整
備
」
が
計
画
さ
れ
て
お

り
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
前

後
部
分
に
当
た
る
道
路
が
平
成
16

年
度
に
整
備
さ
れ
た
後
、
県
当
局

に
お
い
て
平
成
18
年
度
予
算
要
望

を
行
い
ま
し
た
が
、
財
政
状
況
の

悪
化
か
ら
当
面
着
手
は
見
合
わ
さ

れ
、
事
業
化
に
至
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
県
に
お
き
ま
し
て
も
現
在
は

国
道
３
８
１
号
線
の
道
路
改
良
を

優
先
し
て
い
る
状
況
で
あ
り
、
当

該
県
道
に
つ
い
て
は
、
交
通
量
や

費
用
対
効
果
の
観
点
か
ら
整
備
方

針
の
見
直
し
が
求
め
ら
れ
て
い
る

状
況
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、

県
で
は
、
残
り
の
未
改
良
区
間
に

つ
き
ま
し
て
は
、
待
避
所
設
置
や

視
距
改
良
等
の
い
わ
ゆ
る
「
１
・

５
車
線
的
整
備
手
法
」
に
よ
る
整
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備
に
方
針
を
切
り
替
え
、
少
な
い

予
算
で
あ
っ
て
も
最
大
の
効
果
が

発
揮
で
き
る
よ
う
検
討
し
て
い
た

だ
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
二
点
目
の
「
工
事
の
早
期
再
開

と
早
期
完
工
を
町
と
し
て
要
請
す

る
考
え
に
つ
い
て
」
お
答
え
い
た

し
ま
す
。
本
事
業
は
前
段
で
ご
報

告
申
し
上
げ
ま
し
た
と
お
り
、
県

当
局
に
お
い
て
当
初
の
計
画
か
ら

整
備
方
針
の
見
直
し
を
行
う
方
向

で
検
討
中
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま

す
の
で
、
ま
ず
は
早
急
に
そ
の
方

針
を
決
定
し
、
事
業
化
へ
の
道
筋

を
つ
け
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い

を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
こ
れ

ま
で
も
、
所
管
で
あ
る
地
方
局
に

対
し
ま
し
て
、
住
民
の
声
や
交
通

の
現
況
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
主
要

県
道
の
重
要
性
を
訴
え
て
参
り
ま

し
た
が
、
引
き
続
き
県
に
対
し
強

く
事
業
の
推
進
を
働
き
か
け
て
い

く
所
存
で
あ
り
ま
す
。
な
お
、
平

成
23
年
度
の
予
算
を
地
方
局
よ
り

本
庁
に
対
し
て
要
望
し
て
い
た
だ

い
て
お
り
ま
し
た
が
、
今
回
予
算

配
当
は
困
難
と
い
う
こ
と
で
厳
し

い
状
況
で
は
あ
り
ま
す
が
、
可
能

な
限
り
事
業
に
着
手
で
き
る
よ
う

本
庁
と
も
引
き
続
き
調
整
を
進
め

て
い
た
だ
く
こ
と
に
し
て
お
り
ま

す
の
で
、
ど
う
か
ご
理
解
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

◎
森
林
整
備
対
策
と
南
予
材
利
用

促
進
に
つ
い
て

○
間
伐
材
等
に
つ
い
て
は
、
木
材

価
格
の
低
迷
と
後
継
者
不
足
に
加

え
て
、
林
道
、
特
に
作
業
道
の
整

備
の
遅
れ
等
で
、
間
伐
し
て
も
搬

出
が
で
き
ず
、
山
に
放
置
せ
ざ
る

を
得
な
い
現
状
で
す
が
、
こ
の
貴

重
な
森
林
資
源
の
活
用
と
森
林
整

備
の
た
め
、
町
と
し
て
作
業
道
整

備
や
間
伐
費
用
の
補
助
制
度
を
創

設
す
る
考
え
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

ま
た
、
林
業
担
い
手
の
育
成
（
雇

用
創
出
事
業
等
の
活
用
）
に
町
と

し
て
ど
の
よ
う
に
取
り
組
む
お
考

え
か
。

　
加
え
て
、
す
ぐ
れ
た
南
予
材
の

利
用
促
進
の
現
状
と
今
後
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
答
弁
願
い
ま
す
。

【
町
長
答
弁
】

　
松
野
町
は
、
国
立
公
園
滑
床
渓

谷
や
広
見
川
、
鬼
ガ
城
山
系
な
ど

豊
か
な
清
流
と
森
林
に
恵
ま
れ
、

そ
の
美
し
い
自
然
環
境
は
「
森
の

国
」
と
い
う
愛
称
で
呼
ば
れ
る
な

ど
、
県
内
外
か
ら
も
高
い
評
価
を

受
け
て
い
ま
す
。
し
か
し
一
方

で
、
こ
の
森
を
守
り
育
て
る
林
業

は
、
ご
指
摘
の
と
お
り
木
材
価
格

の
低
迷
や
後
継
者
不
足
な
ど
に
よ

り
、
極
め
て
厳
し
い
経
営
環
境
に

あ
り
、
こ
の
こ
と
が
野
生
鳥
獣
害

の
増
大
や
四
万
十
川
へ
の
濁
水
流

入
、
ひ
い
て
は
地
球
温
暖
化
の
進

展
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を
引
き

起
こ
す
要
因
と
な
っ
て
い
る
と
認

識
し
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
本

町
で
は
森
林
組
合
や
民
間
事
業
者

と
の
連
携
に
よ
り
、
森
林
林
業
の

再
生
の
た
め
に
、作
業
道
の
整
備
、

森
林
施
業
の
集
約
化
、
林
業
担
い

手
の
育
成
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
ま
ず
、
作
業
道
の
整
備
と
間
伐

費
用
の
補
助
制
度
に
つ
い
て
ご
説

明
し
ま
す
。
本
町
で
は
、
平
成
19

年
度
ま
で
県
の
補
助
事
業
を
活
用

し
て
、
林
道
の
整
備
に
順
次
取
り

組
ん
で
き
ま
し
た
が
、
現
在
は
地

元
か
ら
の
要
望
が
な
い
た
め
、
一

時
的
に
事
業
を
休
止
し
て
お
り
ま

す
。
し
か
し
、
作
業
道
整
備
に
つ

い
て
は
、
林
業
振
興
費
補
助
金
の

中
で
補
助
制
度
を
運
用
し
て
お

り
、
平
成
21
年
度
に
は
南
予
森
林

組
合
が
開
設
し
た
町
内
５
カ
所
の

作
業
道
２
，
０
０
０
ｍ
、
総
事
業

費
１
，０
０
０
，０
０
０
円
に
対
し

て
４
０
０
，
０
０
０
円
の
補
助
金

を
支
出
し
、
平
成
22
年
度
も
同
程

度
の
実
績
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、
町
が
事
業
費
の
４
分
の
１

を
負
担
す
る
「
森
林
整
備
地
域
活

動
支
援
交
付
金
事
業
」
の
一
環
と

し
て
、
南
予
森
林
組
合
が
実
施
す

る
作
業
道
の
修
繕
を
支
援
し
て
お

り
ま
す
。
間
伐
費
用
の
補
助
制
度

に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
南
予
森

林
組
合
が
国
や
県
の
補
助
制
度
を

有
効
活
用
し
て
、
本
町
に
は
財
政

的
な
負
担
を
求
め
な
い
形
で
間
伐

を
推
進
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す

が
、
平
成
23
年
度
か
ら
は
先
ほ
ど

申
し
上
げ
た
「
森
林
整
備
地
域
活

動
支
援
交
付
金
事
業
」の
中
で
も
、

除
間
伐
に
取
り
組
ん
で
い
く
計
画

で
あ
る
と
の
報
告
を
受
け
て
お
り

ま
す
。

　
次
に
、
林
業
担
い
手
の
育
成
に

つ
き
ま
し
て
は
、
林
業
従
事
者
の

高
齢
化
と
担
い
手
不
足
が
さ
ら
に

深
刻
と
な
っ
て
い
る
現
状
を
踏
ま

え
、
同
時
に
林
業
の
持
つ
高
度
な

雇
用
創
出
の
能
力
を
発
揮
さ
せ
る

た
め
、
こ
れ
も
林
業
振
興
費
補
助

金
の
中
で
、
町
単
独
の
補
助
あ
る

い
は
県
補
助
事
業
に
対
す
る
町
費

継
ぎ
足
し
を
行
い
、
対
象
と
な
る

南
予
森
林
組
合
と
吉
福
林
業
に
、

就
労
条
件
の
改
善
な
ど
を
図
る
た

め
の
人
件
費
等
の
一
部
を
支
援
し

て
い
ま
す
。
ご
指
摘
の
あ
り
ま
し

た
「
緊
急
雇
用
創
出
事
業
」
の
活

用
に
つ
き
ま
し
て
は
、
事
業
の
趣

旨
が
失
業
者
、
求
職
者
が
安
定
し

た
職
を
得
る
ま
で
の
緊
急
的
、
短

期
的
な
雇
用
対
策
で
あ
る
た
め
、

専
門
的
な
技
術
や
知
識
が
要
求
さ

れ
る
林
業
担
い
手
の
育
成
に
は
活

用
し
づ
ら
い
側
面
が
あ
り
ま
す
の

で
、
林
野
庁
が
林
業
事
業
者
に
対

し
て
直
接
補
助
す
る
「
緑
の
雇
用

事
業
」
や
「
林
業
参
入
定
着
促
進

事
業
」
に
、
南
予
森
林
組
合
な
ど

事
業
者
が
取
り
組
む
こ
と
に
つ
い

て
、
町
と
し
て
も
積
極
的
に
バ
ッ

ク
ア
ッ
プ
し
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

　
最
後
に
、
南
予
産
材
の
利
用
促

進
に
つ
き
ま
し
て
、
こ
れ
ま
で
の

取
り
組
み
の
経
緯
と
今
後
の
計
画

に
つ
い
て
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

本
町
で
は
、
南
予
管
内
の
全
市
町

に
よ
る
共
通
の
取
り
組
み
と
し

て
、
昨
年
10
月
か
ら
森
林
環
境
税

を
原
資
と
し
た
「
県
森
林
環
境
保

全
基
金
公
募
事
業
」を
活
用
し
て
、

「
松
野
町
南
予
産
材
木
造
住
宅
建

設
促
進
事
業
」
を
創
設
し
、
南
予

産
材
の
需
要
の
喚
起
と
木
材
産

業
、
建
築
産
業
の
振
興
に
努
め
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
補
助

制
度
の
具
体
的
な
内
容
は
、
南
予

産
材
を
50
％
以
上
使
用
し
在
来
工

法
に
よ
っ
て
建
築
さ
れ
た
木
造
住

宅
に
対
し
て
、
南
予
産
材
１
立
米

あ
た
り
３
０
，
０
０
０
円
、
上
限

１
，０
０
０
，０
０
0
円
の
補
助
金

を
支
出
す
る
も
の
で
、
こ
の
補
助

単
価
は
南
予
管
内
で
最
高
額
を
設

定
し
て
お
り
ま
す
。
今
年
度
は
予

算
枠
と
同
数
の
２
件
の
申
請
が
あ

り
、
す
で
に
棟
上
げ
を
済
ま
せ
た

住
宅
も
あ
り
ま
す
が
、
３
月
末
ま

で
に
完
成
し
な
い
こ
と
か
ら
来
年

度
予
算
で
対
応
す
る
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。
本
事
業
の
財
源
と
な
っ

て
い
る
「
県
森
林
環
境
保
全
基
金

公
募
事
業
」
は
、
平
成
26
年
度
ま

で
継
続
さ
れ
る
予
定
で
あ
り
ま
の

す
で
、
本
事
業
に
つ
い
て
も
そ
の

期
間
は
継
続
し
た
い
と
考
え
て
お

り
、
町
民
に
対
し
一
層
周
知
を
徹

底
し
活
用
を
促
進
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

　
松
野
町
に
と
っ
て
林
業
は
、
基

幹
と
な
る
産
業
の
ひ
と
つ
で
あ
る

と
同
時
に
、
新
規
雇
用
の
創
出
、

水
源
の
涵
養
、
生
態
系
の
保
全
、

土
砂
災
害
の
防
止
、
さ
ら
に
は
観

光
の
素
材
と
し
て
の
価
値
な
ど
多

面
的
な
機
能
を
有
し
て
い
ま
す
。

こ
の
「
森
の
国
」
の
豊
か
で
美
し

い
森
を
守
り
育
て
、
資
源
と
し
て

活
用
し
、
そ
し
て
次
世
代
に
も
受

け
継
い
で
い
く
た
め
に
、
今
後
も

林
業
事
業
者
と
の
強
固
な
連
携
に

よ
り
林
業
振
興
に
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
い
く
所
存
で
あ
り
ま
す
。
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式
典
の
後
に
は
、
森
の
国
ホ
テ

ル
オ
ー
プ
ン
20
周
年
を
記
念
し
て

㈱
リ
ク
ル
ー
ト
旅
行
カ
ン
パ
ニ
ー

じ
ゃ
ら
ん
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー
の

沢
登
次
彦
セ
ン
タ
ー
長
が
「
観
光

の
最
新
情
報
と
今
す
ぐ
地
域
か
ら

始
め
ら
れ
る
こ
と
」
と
題
し
、
特

別
講
演
を
行
い
ま
し
た
。
以
前
と

は
旅
行
の
形
態
が
変
化
し
て
お

り
、
地
元
食
、
名
所
旧
跡
や
町
歩

き
の
人
気
が
上
昇
し
て
い
る
と
分

析
し
、
都
市
で
は
で
き
な
い
体
験

を
Ｐ
Ｒ
し
、
新
し
い
価
値
・
感
動

を
見
出
し
、
リ
ピ
ー
タ
ー
を
作
っ

て
い
く
仕
組
み
を
作
る
こ
と
が
大

切
で
あ
る
と
訴
え
ま
し
た
。

　
観
光
シ
ー
ズ
ン
を
前
に
、
国
立

公
園
滑
床
渓
谷
で
４
月
26
日
㈫
、

「
滑
床
山
開
き
」
の
神
事
、
式
典

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
神
事
に
は
、愛
媛
森
林
管
理
署
・

愛
媛
県
・
宇
和
島
市
・
松
野
町
・

㈱
ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
四
国
ア
ー
キ
テ

ク
ツ
・
松
野
町
観
光
公
社
・
滑
床

を
愛
す
る
会
・
目
黒
緑
の
少
年
隊

（
松
野
南
小
学
校
児
童
）
な
ど
関

係
者
約
60
名
が
出
席
し
、
森
の
国

発
祥
の
碑
前
で
観
光
客
や
登
山
者

の
安
全
と
観
光
振
興
を
祈
願
し
ま

し
た
。

　
ま
た
、
緑
の
少
年
隊
代
表
の
板

尾
真
奈
美
さ
ん
と
稲
澤
彩
華
さ
ん

が
ア
マ
ゴ
を
渓
流
に
放
流
し
ま
し

た
。 滑

床
山
開
き
　

特
別
講
演
の
様
子

町内
の各

学校に

町町町町町町内内内
のの各各

新し
い先生

が赴任されました

松
野
中
学
校

河内　清志先生
　自然豊かな松野町に来て心身共に充
実した毎日です。よろしくお願いいた
します。

若下仁三夫先生
　「森の国」松野町で仕事が
できることを大変うれしく
思います。森や川を楽しみ、
大切にしたいと思います。

前田たか子先生（左）
　ちょっと？なれました。
東小の子どもたちとても
かわいいです。

芝　　晋二先生
　初めての松野町勤務となります。
自然を感じながら通勤しています。
よろしくお願いいたします

稲葉　喜穂先生
　若干先は短いのですが、
短いは短いなりに頑張りた
いと思います。

高田　まり先生（中央）
　大好きな松野東に戻って
くることができ、幸せです。
よろしくお願いします。

古谷　明希先生
　３年ぶりに帰って来ました。
若者＆新婚パワーで頑張ります。

家高　久美先生（右）
　鬼北町に住んでいますが、
松野町ははじめてです。よ
ろしくお願いします。

二宮由美子先生
　子どもたちと共に学び、
共に遊びながら心を磨きた
いと思います。

松

野

西

小

学

校

松野東小学校

松
野
南
小
学
校

〜
ア
マ
ゴ
放
流
〜
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５
月
８
日
㈰
に
消
防
団
の
春
期

訓
練
会
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
訓
練
会
に
は
岡
本
団
長
以

下
１
１
１
名
の
団
員
が
出
動
し
、

松
丸
ス
ポ
ー
ツ
広
場
で
人
員
・
姿

勢
・
服
装
の
点
検
や
機
械
器
具
点

検
ほ
か
礼
式
訓
練
な
ど
を
行
い
ま

し
た
。
そ
の
後
、
女
性
消
防
団
員

は
ス
ポ
ー
ツ
交
流
セ
ン
タ
ー
に
移

動
し
、
鬼
北
消
防
署
署
員
か
ら
家

庭
で
起
こ
り
う
る
事
故
等
の
対
処

法
や
救
命
法
の
講
習
を
受
け
ま
し

た
。
男
性
団
員
は
虹
の
森
公
園
河

川
敷
に
移
動
し
、
同
署
署
員
か
ら

機
械
器
具
の
操
作
説
明
を
受
け
、

最
後
に
は
操
作
の
実
践
を
兼
ね
た

一
斉
放
水
を
行
い
ま
し
た
。

　
参
加
し
た
団
員
は
、
３
月
に
起

こ
っ
た
東
日
本
大
震
災
に
よ
り

地
域
防
災
の
重

要
性
を
再
認
識

し
、
消
防
団
員

と
し
て
の
資
質

向
上
の
た
め
熱

心
に
訓
練
を
行

い
ま
し
た
。 消

防
団
春
期
訓
練
会

災害防止について県からのお願い
　６月は「防災対策強調月間」です。梅雨前線や台
風などの影響で、大雨による災害が起きやすい季節
です。
　県ではこの月間中、河川、道路などの土木施設や
工事現場のパトロールを強化し、危険個所の発見や
応急工事の実施など災害の未然防止に努めています。
　皆さんも、テレビ、ラジオなどの災害情報に注意し、
危険が迫ったときはすぐに非難するなど、災害に対
する警戒を十分に心がけてください。
　また、大雨による災害だけでなく、今年３月に発
生し、東北、北関東に甚大な被害をもたらした東日
本大震災のように、発生の予測の難しい震災被害の
おそれもありますので、懐中電灯や携帯ラジオなど
を常に準備しておきましょう。
　なお、危険な個所を見かけ
たときは、すぐに松野町役場
や南予地方局・土木事務所な
どにお知らせください。
　災害の防止に皆さんのご協
力をお願いします。

　福島県では、被災され避難されている皆さまに、避難
の前にお住まいになっていた市町村へ、現在の住所、連
絡先などを、お知らせいただくようお願いしています。
　連絡がお済みでない方は、お早めにご連絡ください。
　なお、福島県双葉郡にお住まいになっていた皆さまは、
「福島県双葉郡支援センター」へ、至急、ご連絡をお願い
します。
双葉郡支援センター
　【受付　月曜～日曜　朝８時～夜10時】
　フリーダイヤル　０１２０－００６－８６５

※平成23年４月６日開設

福島県からのお知らせ

　松野町個人情報保護条例第44条の規定により、平成
22年度の個人情報保護制度の運用状況を公表します。

個人情報の開示請求件数及び決定等の状況
 （平成22年４月１日から平成23年３月31日まで）

区分

実施
機関名

請求
件数

実施機関による
決定等の内容 異議

申立
件数

個人情報
保護審査会 決 　定

全部
開示

一部
開示

非開
示

不存
在

諮問
件数

答申
件数

審議
中 開示 非開

示※

町 長 部 局 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

教 育 委 員 会 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

選挙管理委員会 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

監 査 委 員 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

農 業 委 員 会 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

固定資産評価
審 査 委 員 会 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

議 会 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

　松野町情報公開条例第24条の規定により、平成22年
度の情報公開制度の実施状況を公表します。

開示請求等に対する決定等の状況
 （平成22年４月１日から平成23年３月31日まで）

区分

実施
機関名

請求
件数

実施機関による
決定等の内容 異議

申立
件数

情報公開審査会 決 　定

全部
開示

一部
開示

非開
示

不存
在

諮問
件数

答申
件数

審議
中 開示 非開

示※

町 長 部 局 ２ ２ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

教 育 委 員 会 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

選挙管理委員会 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

監 査 委 員 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

農 業 委 員 会 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

固定資産評価
審 査 委 員 会 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

議 会 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

※一部開示を含む ※一部開示を含む

個人情報保護制度の運用状況 情報公開制度の実施状況

～避難している皆様へ～
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住宅用火災警報器の設置場所

技術上の規格に適合したものを購入しましょう 住宅用火災警報器の種類

　火事は全てを奪います

　消防法や条例の改正で、新築
住宅の場合は既に平成18年６
月１日から住宅用火災警報器
の設置が義務付けられていま
す。
　また、それ以前に建てられて
いる住宅についても平成23年
５月31日までには設置しなけ
ればなりません。
　対象となる住宅は、一般的な
一戸建住宅のほか、店舗併用住
宅、共同住宅など、全ての住宅
が対象となっています。
　家庭内での火災の発生をい
ち早くキャッチし、警報ブザー
や音声によって知らせて被害
の拡大を防ぐ住宅用火災警報
器の重要性は年々高まってき
ています。
　まだ警報器をつけていない
ご家庭は、必ず設置しましょ
う。

【住宅用火災警報器町内取扱店】
　住宅用火災警報器は、次の町内業者またはお近くのホームセ
ンター等でご購入いただけます。（※価格は、メーカーや種類、
機能、電池の寿命等により異なります。）

業者名 住　所 連絡先

㈲森岡デンキ
〒798-2101
北宇和郡松野町大字松丸307－3 42－0120

渡 辺 電 機
〒798-2101
北宇和郡松野町大字松丸197－1 42－0287

若 宮 電 工 ㈱
〒798-2111
北宇和郡松野町大字吉野2344 42－0354

松 本 電 気
〒798-2104
北宇和郡松野町大字富岡1632 42－1415

㈲倉田ラジオ店
〒798-2101
北宇和郡松野町大字松丸223 42－0076

「東日本大震災」に係る義援金について
　震災直後よりご協力をいただいておりました義
援金の募金活動は、町民の皆さんからの募金やま
ちづくり青年会議、滑床を愛する会、目黒老人ク
ラブ久留美会等の各種団体や桃源郷マラソン大
会、軽音楽等のイベントによる募金などを含め、
義援金総額3,591,480円となりました。
　町では、義援金として500万円を予算化し、上
記の金額とあわせて、800万円を愛媛県町村会へ、
残りの金額を松野町社会福祉協議会へ送金いたし
ました。
　今後の義援金については、松野町社会福祉協議
会を通じて被災地へ送ることとしております。
　また、医師、保健師、行政職が愛媛県や各団
体等の要請を受けて被災地での復旧活動に協力
をしております。

住宅用火災警報器を設置しましょう急いで
くださ

い!!
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平
成
22
年
度
の
活
動
報
告

敷絵図の特別公開と修理成果報告会を開催しました重要文化財
目黒山形関係資料

　４月27日㈬目黒
基幹集落センター

大ホールで目黒山

形関係資料敷絵図

の特別公開と修理

成果報告会を行い

ました。

　この敷絵図の修

理は平成21年度か
ら行われている「重要文化財目黒山形関係資料保存修

理事業」の一環で、平成21年から約２年間、福岡県の
九州国立博物館で行われたものです。

　無事修理を終え、３月25日に目黒ふるさと館に戻っ
てきた敷絵図。今回は、午前中から特別公開、夜は修

理成果報告会を行い約60名の参加がありました。
　成果報告会では、はじめに文化庁の地

じ

主
ぬし

調査官に文

化財の価値や保存修理についてお話をしていた

だきました。

　その後、敷絵図の修理を担当していただいた「国

宝修理 装
そう

こう師連盟」九州支部の水野技師から

修理工程などについて報告がありました。報告の

中で、敷絵図が50枚の雁
がん

皮
ぴ

紙
し

という紙を繋ぎ合

せて出来ていることや意図的に折られたと思われ

る折り皺
じわ

があることなどを画像を交えて丁寧に解

説していただきました。

　修理内容については、まず敷絵図全体を調査

し状態や損傷の程度を確認した後、６枚に分割

し右のような工程を経て修理を完了したという

ことです。

　今回の修理で敷絵図はこれまで貼られていた補修紙

や340年分の汚れが取れ、塗られていた絵の具の色がよ
り鮮明になり、無数にあった折れや皺も修復すること

が出来ました。敷絵図は今後もふるさと館で保管して

いきますが、もっと多くの方に見て頂けるような機会

を作っていきたいと考えています。

　また、この保存修理事業は平成27年度まで続きます。
今年度は「裁

さい

許
きょ

絵
え

図
ず

」の保存修理が始まっており、来

年度末に完了の予定です。「裁許絵図」は国の重要文化

財に指定されている「目黒山形関係資料」の中でも最

も重要な資料であり、絵図と裁
さいきょじょう

許状（判決文）がそれ

ぞれ表裏に書かれています。敷絵図同様、多くの補修

紙が貼られ現在は裁許状の大部分は読めない状態であ

り修理の成果が期待されます。

　これからも今回のような機会を作り、事業の内容や成

果について皆さんにお知らせしていきたいと思います。

「剥
はく

落
らく

止め」（膠
にかわ

水溶液を塗り、絵の具が剥れ落ちるのを防ぐ）

「旧補修紙除去」（酵素を使って糊
のり

を分解し、これまでの補修紙をはがす）

「クリーニング」（ろ過水を吹き付け、汚れを洗い流す）
「補修」（虫食いなどで穴が開いた箇所に補修紙を充てる）
「補

ほ

彩
さい

」（補修紙を敷絵図の色と近い色に着色する）
「折

お

れ伏
ふ

せ入
い

れ」（折れがある所に美濃紙と小麦のでんぷん糊で補強をする）
「継

つ

ぎ戻し」（６分割になっている敷絵図を１枚に継ぎ戻す）
「仕上げ・保存」（直径15㎝の中性紙の巻芯に巻き付け桐の箱に保存する）

剥落止め クリーニング旧補修紙除去 保存

報告会のようす

　
森
の
国
さ
く
ら
の
会
で
は
、
平

成
22
年
４
月
の
設
立
総
会
以
降
、

花
と
緑
の
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し

て
活
動
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

【
11
月
30
日　

講
演
会
】

　
愛
媛
大
学
農
学
博
士
の
江
﨑
次

夫
先
生
に
よ
る
「
花
と
緑
の
ま
ち

づ
く
り
」
と
題
し
た
講
演
会
に
お

い
て
、
本
町
の
も
つ
景
観
の
す
ば

ら
し
さ
を
再
認
識
す
る
と
と
も
に
、

活
動
す
る
上
で
の
留
意
事
項
な
ど

を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

【
１
月
29
日　

研
修
会
】

　
樹
木
医
の
森
本
政
敏
先
生
を
講

師
に
迎
え
、
ま
ず
「
講
義
編
」
で

桜
の
苗
木
の
植
え
方
と
育
て
方
を

学
び
、
続
い
て
「
実
習
編
」
で
松

野
中
学
校
の
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
の
て

ん
ぐ
巣
病
除
去
作
業
を
行
い
、
実

際
の
管
理
に
必
要
な
知
識
と
技
術

を
学
び
ま
し
た
。

【
３
月
12
日　

植
樹
研
修
会
】

　
桜
の
苗
木
を
松
丸
ス
ポ
ー
ツ
広

場
周
辺
及
び
林
道
日
吉
松
野
線
周

辺
に
お
い
て
、
桜
苗
木
の
植
樹
と

防
除
ネ
ッ
ト
設
置
等
の
実
習
を
行

い
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
研
修
事
業
に
つ
い
て

は
全
国
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
競
走
施

行
者
協
議
会
か
ら
の
拠
出
金
を
受

け
て
実
施
し
た
も
の
で
す
。

　
ま
た
こ
の
ほ
か
に
、
本
会
独
自

の
視
察
研
修
活
動
を
次
の
と
お
り

実
施
い
た
し
ま
し
た
。

【
８
月
９
日　

四
万
十
町
視
察
】

　
運
営
委
員
に
よ
る
研
修
と
し

て
、
四
万
十
町
に
お
け
る
活
動
を

視
察
し
ま
し
た
。
地
域
の
魅
力
づ

く
り
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
活
動

森
の
国
さ
く
ら
の
会
よ
り

が
永
年
継
続
し
て
い
る
経
緯
や
、

多
く
の
住
民
や
団
体
が
参
加
し
て

い
る
活
動
事
例
に
つ
い
て
は
、
大

い
に
今
後
の
活
動
の
参
考
と
な
る

も
の
で
し
た
。

【
４
月
７
日　

仁
淀
川
町
視
察
】

　
会
員
を
対
象
に
視
察
研
修
を
実

施
し
、
仁
淀
川
町
の
大
渡
ダ
ム
や

周
辺
の
名
所
を
訪
れ
ま
し
た
。
多

く
の
人
々
で
に
ぎ
わ
い
を
見
せ
る

こ
の
地
域
は
、
観
光
資
源
と
し
て

ま
ち
づ
く
り
に
生
か
さ
れ
て
い
る

先
進
事
例
で
あ
り
、
桜
の
花
が

人
々
に
与
え
る
影
響
の
大
き
さ
を

実
感
し
ま
し
た
。

　
昨
年
度
は
発
足
一
年
目
の
活
動

で
あ
り
、
試
行
錯
誤
の
面
も
多
々

あ
り
ま
し
た
が
、
そ
の
経
験
を
踏

ま
え
て
本
年
は
更
に
充
実
し
た
活

動
を
行
っ
て
参
り
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
多

く
の
皆
様
の
ご
協
力
が
必
要
で
あ

り
、
随
時
会
員
も
募
集
し
て
お
り

ま
す
の
で
、
興
味
の
あ
る
方
は
事

務
局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

【
森
の
国
さ
く
ら
の
会
事
務
局
】

松
野
町
役
場
建
設
環
境
課
内

☎
42
・
１
１
１
５

（建徳寺提供修理報告書より）敷絵図の修理工程
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俳
句
ポ
ス
ト
投
句
作
品
優
秀
句
一
覧

（
平
成
二
十
三
年
四
月
投
句
分
）

佳　

作

《
不
器
男
記
念
館
》

桃
の
花
不
器
男
に
会
え
た
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ 

松
山
市
　
松
江
ミ
ツ
エ

校
庭
の
子
ら
の
歓
声
花
吹
雪 
鬼
北
町
　
中
尾
　
　
正

《
虹
の
森
公
園
》

風
光
る
道
の
駅
に
も
投
句
箱 
鬼
北
町
　
中
尾
　
　
正

六む

十と

歳せ

尚な
お

夢
あ
り
里
の
春
を
詠
む 

松
野
町
　
駒
山
　
忠
夫

そ
よ
風
や
髪
に
止
ま
り
し
桜
か
な 

黒
潮
町
　
戸
田
ゆ
き
子

な
の
花
が
「
春
が
く
る
よ
。」
と
お
し
え
て
る 

鬼
北
町
　
三
笠
屋
優
花

声
あ
が
る
潜
水
橋
や
風
光
る 

松
山
市
　
和
田
　
太
郎

《
森
の
国
ホ
テ
ル
》

か
く
れ
宿
鹿
さ
る
人
も
春
を
待
つ 

岡
山
市
　
井
上
　
純
一

被
災
地
の
ニ
ュ
ー
ス
終
日
春
寒
し 

黒
潮
町
　
戸
田
ゆ
き
子

音
も
な
く
こ
ぼ
れ
て
散
っ
て
花
む
し
ろ 

黒
潮
町
　
戸
田
ゆ
き
子

《
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
投
句
》

マ
ン
ボ
ウ
の
で
か
い
顔
し
て
山
笑
ふ 

鬼
北
町
　
宮
崎
き
く
を

薫
風
よ
宮
城
の
地
へ
と
夏
を
呼
べ 

松
山
市
　
政
石
薫
映
風

　

葛　
　

句　
　

会　

四
月
例
会　
　

於　

不
器
男
記
念
館

兄
と
蹴
る
サ
ッ
カ
ー
ボ
ー
ル
初
燕  

伊
藤
　
富
子

文
を
手
に
博
多
人
形
春
の
宵 

岡
本
　
京
子

降
る
よ
う
に
桜
散
る
散
る
池
の
面 

金
谷
　
重
子

春
雷
や
反
抗
期
に
は
逆
ら
は
ず 

金
谷
　
恵
子

イ
ヤ
リ
ン
グ
は
づ
し
て
春
の
愁
か
な 

金
谷
　
文
恵

島
々
を
重
ね
瀬
戸
内
遠
霞 

木
下
三
千
恵

不
器
男
碑
や
零こ
ぼ

れ
て
止や

ま
じ
花
時
雨 

駒
山
　
忠
夫

あ
た
ら
し
き
足
袋
に
は
き
か
え
山
開
き 

谷
　
き
よ
し

櫻
ち
り
枝
の
間
の
ま
る
い
月 

谷
口
ま
さ
子

大
震
災
貧
者
の
一
燈
花
の
援 

布
　
　
久
光

ひ
と
揺
す
り
し
て
鳥
翔
て
り
朝
桜 

布
　
　
康
江

鍬
の
柄
を
し
か
い
棚
田
に
代
を
か
く 

ひ
の
た
い
ら

雨
雫
ふ
く
み
藤
房
香
り
け
り 

正
木
　
玲
子

花
吹
雪
浴
び
て
村
人
道み
ち

普ぶ

請し
ん 

森
田
　
す
み

花
冷
え
の
天
守
に
か
か
る
昼
の
月 

山
下
ス
ミ
子

　

吉　

野　

句　

会　

四
月
例
会　
　

於　

吉
野
生
公
民
館

桃
源
郷
走
る
知
事
さ
ん
手
を
振
れ
り 

赤
松
　
午
子

春
雷
に
聞
き
耳
立
て
し
孕は
ら

み
猫 

稲
谷
キ
ミ
子

震
災
の
人
々
如
何
に
花
は
葉
に 

上
田
み
ち
子

春
う
ら
ら
黄よ

泉み

路じ

何
処
ま
で
行
っ
た
や
ら 

岡
本
　
三
葉 

文も
ん

殊じ
ゅ

師し

利り

菩ぼ

薩さ
つ

摩ま

訶か

薩さ
つ

花
吹
雪 

菊
澤
　
大
和

家
々
の
灯
影
映
し
て
水み

ず

張は
り

田だ 

竹
内
サ
ダ
子

― 

史
跡
め
ぐ
り
を
開
催 

―

　
４
月
29
日
・
30
日
の
２
日
間
、

毎
年
恒
例
の
「
え
び
ね
山
野
草

展
」（
松
野
え
び
ね
山
野
草
会
主

催
）
が
虹
の
森
公
園
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
今
年
は
雪
が
多
か
っ
た

こ
と
も
あ
り
花
の
育
ち
は
例
年
ほ

ど
良
く
な
い
と
い
う
こ
と
で
し
た

が
、
会
場
に
は
会
員
の
皆
さ
ん
が

丹
精
込
め
て
育
て
た
作
品
約
１
０

０
鉢
が
並
び
ま
し
た
。

　
町
花
で
も
あ
る
え
び
ね
は
、
色

と
り
ど
り
の
花
の
色
と
甘
い
香
り

で
虹
の
森
を
訪
れ
た
観
光
客
の
目

と
鼻
を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。ま
た
、

え
び
ね
の
隣
に
は
珍
し
い
山
野
草

も
展
示
さ
れ
普
段
目
に
す
る
こ
と

の
少
な
い
貴
重
な
草
花
に
皆
さ
ん

見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　
山
草
会
で
は
、
11
月
に
行
わ
れ

る
文
化
祭
で
も
作
品
の
展
示
を
予

定
し
て
お
り
、
秋
の
山
野
草
を
多

数
展
示
す
る
そ
う
で
す
。

　
４
月
23
日
㈯
、
河
後
森
城
の
現
地

に
お
い
て
『
登
っ
て
み
よ
う
！
河
後

森
城
―
春
の
自
生
ツ
ツ
ジ
見
と
城
跡

か
ら
の
景
色
を
め
ぐ
る
―
』
を
開
催

し
ま
し
た
。

　
心
配
さ
れ
た
前
日
か
ら
の
雨
も

す
っ
か
り
あ
が
り
、
約
20
名
の
参
加

の
も
と
河
後
森
城
の
登
城
に
挑
み
ま

し
た
。
今
回
の
目
的
は
２
つ
あ
り
ま

し
た
。
ひ
と
つ
は
新

し
ん
じ
ょ
う城
地
区
の
自
生

ツ
ツ
ジ
の
群
生
地
で
開
花
を
楽
し
む

こ
と
。
も
う
一
つ
は
、
本
郭
と
い
う

最
高
所
か
ら
こ
の
時
期
の
景
観
を
眺

め
る
こ
と
で
し
た
。

　
自
生
ツ
ツ
ジ
の
今
年
の
開
花
は
、

気
候
の
影
響
も
あ
っ
た
た
め
か
、
あ

ま
り
良
好
で
は
な
か
っ
た
の
で
す

が
、
や
は
り
南
側
の
間
伐
し
た
地
点

で
は
昨
年
同
様
の
満
開
の
花
を
つ
け

た
ツ
ツ
ジ
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
一
方
、
本
郭
で
は
ち
ょ
う
ど
田

植
え
の
終
わ
っ
た
広
見
川
流
域
に
広

が
る
水
田
地
帯
を
み
る
こ
と
が
で

き
、
参
加
者
か
ら
は
感
激
の
声
が
あ

が
っ
て
い
ま
し
た
。

え
び
ね
山
草
展
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水源地の権利でもうけ話？！

年金コーナー

　
４
月
29
日
か
ら
公
開
を
始
め

た
「
だ
い
ご
ろ
う
の
水
浴
び
タ
イ

ム
」。
珍
し
い
習
性
を
見
て
い
た

だ
き
た
い
と
、
11
時
50
分
と
14

時
50
分
の
２
回
実
施
し
ま
し
た
。 

　
イ
ベ
ン
ト
の
時
間
に
な
る
と

だ
い
ご
ろ
う
の
周
り
は
人
が
一

杯
。
大
水
槽
周
り
と
い
う
こ
と

も
あ
っ
て
、
も
の
す
ご
い
熱
気

で
し
た
。 

　
で
す
が
、
残
念
な
こ
と
に
初

日
は
気
が
乗
ら
な
か
っ
た
の
か
、

だ
い
ご
ろ
う
が
立
ち
上
が
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
な

ぜ
立
ち
上
が
ら
な
か
っ
た
の
か
、

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
議
論
を
重
ね
、

室
内
の
温
度
・
湿
度
の
管
理
や
、

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
前
の
立
ち
位

置
な
ど
の
検
討
を
重
ね
、
迎
え

た
翌
日
は
２
回
と
も
立
ち
上
が

り
ま
し
た
。
し
か
し
、
３
日
目

は
１
勝
１
敗
と
、
こ
ち
ら
の
筋

書
き
通
り
に
は
い
き
ま
せ
ん
。

生
き
物
相
手
は
難
し
い
と
再
認

識
し
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
後
半

に
は
だ
い
ご
ろ
う
も
な
れ
て
き

た
の
か
成
功
率
も
上
が
っ
て
き

ま
し
た
。
テ
レ
ビ
の
全
国
放
送

に
も
二
度
登
場
し
、
す
っ
か
り

お
さ
か
な
館
の
顔
に
な
っ
た
だ

い
ご
ろ
う
で
す
が
、
イ
ベ
ン
ト

は
、
Ｇ
Ｗ
の
あ
と
し
ば
ら
く
お

休
み
し
ま
す
。
夏
休
み
に
は
再

開
す
る
予
定
で
す
の
で
、
お
楽

し
み
に
。

　﹇
行
政
相
談
﹈

お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー

　﹇
心
配
ご
と
相
談
﹈

◆
と
　
き
　
６
月
10
日
㈮

　
　
　
　
　
午
前
10
時
〜
正
午

◆
と
こ
ろ
　 

町
民
セ
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国民年金の届出・手続きを必ず行ってください

　国民年金は、日本国内に住所がある20歳以上60歳未満の方す
べてが加入する制度です。
　届出を忘れると、将来受け取る老齢基礎年金の年金額が少な
くなったり、受けられなくなる場合があります。また、不意の事
故や病気で障害が残ったり、万一、亡くなられたときには、障害
基礎年金や遺族基礎年金が支給されなくなるおそれがあります。
　次のようなときには、お住まいの市区町村役場への届出が必
要です。届出を忘れずに行って、あなたの大切な年金の権利を
守ってください。

20歳になったとき。
　厚生年金や共済組合に加入していない方が、20歳になったと
きは、国民年金の第一号被保険者になりますので、市区町村役
場に「国民年金被保険者資格取得届」を提出します。

会社を退職したとき
　会社などに勤めていて、厚生年金や共済組合に加入している
方は、国民年金の第２号被保険者になっています。
　第２号被保険者の方が60歳になる前に、会社などを退職した
ときは、国民年金の第１号被保険者になりますので、市区町村
役場に「国民年金被保険者種別変更届」を提出します。

ご相談先は
　詳しくは役場窓口またはお近くの「年金事務所」
「ねんきんダイヤル」0570－05－1165（平日８：
30～17：15）までお問い合わせください。
※ 携帯電話で「ねんきんダイヤル」をご利用され
ると、通話料は全額お客様のご負担になります。
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　障害のある子どもさんを育てる保護者の方々は、養育や教
育についていろいろな悩みを持たれていることと思います。
　愛媛県教育委員会では、子どもさんの発育や発達に不安
や悩みを持たれている保護者の方々を対象として、子ども
さんの養育や教育について、専門の先生による相談会を実
施しております。
　この機会にぜひ、お気軽に相談にお越しください。
期日及び会場：７月１日㈮　八幡浜市総合福祉文化センター
　　　　　　　７月４日㈪　愛南町御荘文化センター 
　　　　　　　７月７日㈭　南予地方局（宇和島市内）
相談部門： ・目について・耳について・知的な発達について
　 ・情緒について・手や足の不自由について・病気や体に
ついて・ことばについて・LD、ADHD、高機能自閉症
等について
申込み先：松野町教育委員会☎42－1118

　四国財務局に、借金を抱

え悩んでおられる方々のた

めの「相談窓口」がござい

ます。

　多重債務問題は必ず解決

する問題です。悩まずに相

談してください。

　必要に応じて、弁護士・

司法書士などの法律専門家に引継ぎも行っております。

相談方法：まずお電話ください。相談費用は必要ありません。
連 絡 先：☎087―831－2155（直通）
　　　　　℻087－862－8780
　　　　　高松市中野町26番1号
　　　　　四国財務局 財務広報相談官　多重債務相談員
受付時間：月曜日～金曜日
　　　　　（祝日及び12／ 29 ～１／３を除く）
　　　　　９時～ 12時、13時～ 17時

●水源地権利のトラブルについて
　これまで、投資トラブルでは、未公開株などで「上場間近」「値
上がり確実」と購入を勧められ、購入したものの「いまだに上
場しない」などのトラブルが報告されていました。
　最近では、水源地の権利の購入をめぐる新しい投資トラブル
が発生しており、愛媛県消費生活センターにも相談が寄せられ
ています。
　その内容は、「水の権利を買わないか？」と購入を勧める業
者と、「申し込めば高く買い取る」と勧誘する別の業者が登場し、
「配当が得られる」などと購入を勧め、消費者の投資欲をあお
ります。投資トラブルは手口が巧妙化しており被害に気づきに
くく注意が必要です。
●被害にあわないために
　☆ 「水資源の権利」などと称する投資取引については、契約

内容が理解できなければ契約しないようにしましょう。
　☆ 「高価で買い取る」といったうまい話には注意が必要です。

執拗な勧誘を受けてもきっぱり断りましょう。
　☆ 断りきれずに契約したり、何か心配なことがありましたら
下記の相談窓口までご相談ください。

　　　　　　【消費生活に関する相談窓口】
　　　　　　　松野町産業振興課　☎42－1116
　　　　　　　愛媛県消費生活センター　☎089－925－3700

多重債務でお悩みの方に

平成23年度　子ども支援教育相談
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下記の相談窓口までご相談ください。
　　　　　　【消費生活に関する相談窓口】
　　　　　　　松野町産業振興課　☎42－1116
　　　　　　　愛媛県消費生活センター　☎089－925－3700
困った
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　平成23年度において、国家公務員中途採用者選考試験を以下のとおり実施します。
【受 験 資 格】昭和46年４月２日～昭和57年４月１日生まれの者（学歴・職歴は問いません。）
【採用予定数】全区分合計で40名程度（詳細については、５月９日㈪から配布する受験案内を参照してください。）
【採用予定日】採用はおおむね平成24年４月１日になります。
【受 付 期間】平成23年６月21日㈫ ～ 28日㈫
【試験日程・試験種目】

試験日程 日程Ａ 日程Ｂ 日程Ｃ

試験の区分 行政事務 機械、土木、林業
皇宮護衛官、

刑務官、入国警備官

１次選考（人事院が実施）

平成23年９月４日㈰
教養試験（多枝選択式）
適性試験（多枝選択式）

作文試験

教養試験（多枝選択式）
専門試験（多枝選択式）

教養試験（多枝選択式）
作文試験

１ 次 選 考 通 過 者 発 表 平成23年10月６日㈭ 平成23年10月26日㈬ 平成23年10月６日㈭

２次選考（人事院が実施）
平成23年10月中旬
人物試験（集団面接）

２ 次 選 考 通 過 者 発 表 平成23年11月４日㈮

最終選考（各府省が実施）
平成23年11月中下旬 平成23年11月上旬から 平成23年10月中旬

採用面接 採用面接
身体検査、身体測定
体力検査、採用面接

合 格 者 発 表 平成23年12月２日㈮

※１次選考の試験問題は、高等学校卒業程度のレベルの問題が出題されます。
※ 最終選考における採用面接等は、採用予定府省が実施します。なお、防衛省では区分にかかわらず身体検査が実施されます。
【試験日程・試験種目】

試験の区分 仕　事　の　種　類
行 政 事 務 国の官署における一般の行政事務

機 　 　 械 地方運輸局などにおける自動車の検査、整備事業の発達、改善等の技術的業務

土 　 　 木 地方整備局などにおける港湾、空港などの調査・計画・施工・管理等の技術的業務

林 　 　 業 森林管理局などにおける森林の保護・管理、造林等の森林施業等の技術的業務

皇 宮 護 衛 官 天皇皇后両陛下・皇族各殿下の護衛業務と皇居・御所等の警備業務

刑 務 官
・刑務Ａ（男子）
・刑務Ｂ（女子）

刑務所、拘置所などにおける被収容者に対する日常生活の指導、職業訓練指導、悩みごとに対する指導
及び保安警備等の業務（刑務Ｂの場合は、主として女子収容施設に配置されます。）

入 国 警 備 官 入国者収容所及び各地方入国管理局などにおける不法滞在者の摘発、被収容者の処遇、送還等の業務

※ 職場に配属された後は、管理・監督者の指導・指示を受け、係員としての定型的な業務から経験していくことになります。
【この試験を受けられない者】
⑴ 日本の国籍を有しない者（※日本国籍を有する者であっても外国の国籍を有する者は、外務公務員になることができません。）
⑵国家公務員法（または自衛隊法）第38条の規定により国家公務員となることができない者
○成年被後見人、被保佐人（準禁治産者を含む。）
○ 禁錮以上の刑に処せられ、その執行を終わるまでの者またはその刑の執行猶予の期間中の者その他その執行を受けること
がなくなるまでの者
○国家公務員として懲戒免職の処分を受け、その処分の日から2 年を経過しない者
○ 日本国憲法またはその下に成立した政府を暴力で破壊することを主張する政党その他の団体を結成し、またはこれに加入した者

【受験案内等の請求先】
受験案内等請求先 所　在　地 電話番号 ＦＡＸ

人事院北海道事務局 〒060-0042 札幌市中央区大通西12 丁目 ☎（011）241－1248 ℻（011）281－5759
人 事 院 東 北 事 務 局 〒980-0014 仙台市青葉区本町3-2-23 ☎（022）221－2022 ℻（022）267－5315
人 事 院 関 東 事 務 局 〒330-9712 さいたま市中央区新都心1-1 ☎（048）740－2006～ 8 ℻（048）601－1021
人 事 院 中 部 事 務 局 〒460-0001 名古屋市中区三の丸2-5-1 ☎（052）961－6838 ℻（052）961－0069
人 事 院 近 畿 事 務 局 〒553-8513 大阪市福島区福島1-1-60 ☎（06）4796－2191 ℻（06）4796－2188
人 事 院 中 国 事 務 局 〒730-0012 広島市中区上八丁堀6-30 ☎（082）228－1183 ℻（082）211－0548
人 事 院 四 国 事 務 局 〒760-0068 高松市松島町1-17-33 ☎（087）831－4765 ℻（087）831－5315
人 事 院 九 州 事 務 局 〒812-0013 福岡市博多区博多駅東2-11-1 ☎（092）431－7733 ℻（092）475－0565
人 事 院 沖 縄 事 務 所 〒900-0022 那覇市樋川1-15-15 ☎（098）834－8400 ℻（098）854－0209

【この試験の問合せ先等】
　〒100-8913 千代田区霞が関1-2-3　人事院人材局試験課　☎(03)3581-5311 （内線2333）・(03) 3581-5326 （直通）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　℻(03) 3581-2795
　この試験に関する詳細情報は、人事院ホームページ｛http://www.jinji.go.jp/tyutosaiyou/tyutosaiyou.htm｝でも順次掲載し
ていきます。

国家公務員中途採用者選考試験のおしらせ
行政（一）１級の係員等を採用するための試験
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平成22年10月1日から平成23年３月31日までの入札結果の概要
入札日 業　　務　　名 業務場所 業務種別 業務概要 落札業者 落札金額（円） 着工完成 所管課

平成22年
10月19日

中山間地域等直接支払制度支援システム
リース 松丸 リース 支援システム、ハードウェア、プリン

タのリース及びデータ作成等 リコーリース㈱ 9,380,700 平成22年11月1日－ 産業振興課

平成22年
10月19日 松野町橋梁点検業務委託 町内全域 委託 橋梁点検

（橋長L＝15ｍ以上）N＝22橋 ㈱荒谷建設コンサルタント 2,520,000 平成22年10月20日平成23年２月25日 建設環境課

平成22年
10月19日 町道古井谷線測量設計業務委託 延野々 委託 測量設計　L＝315ｍ ㈲鬼北調査設計 3,675,000 平成22年10月20日平成23年１月31日 建設環境課

平成22年
10月19日

国民健康保険中央診療所
及び保健センター空調設備改修工事 延野々 設備工事

既設空調機器及び配管の撤去 
受変電設備改造 空冷ヒートポンプ方
式の空調機器の新規取り付け 
　（空調機：66台、室外機：64台）

㈱明成 36,697,500 平成23年10月19日平成22年11月30日 診 療 所

平成22年
11月26日 コミュニティセンター内装改修工事 松丸 工事 解体撤去：既存壁・柱クロス、壁ボード、カーテン他 

改修工事：ビニルクロス、石膏ボード、カーテン他 ㈲金谷住宅建築工業 3,134,250 平成22年11月29日平成23年１月31日 総 務 課

平成22年
12月20日 町道延行線舗装工事 蕨生 工事 Ｌ＝147ｍ　Ｗ＝4.0（5.0）ｍ 

舗装工　Ａ＝880㎡ 排水工　Ｌ＝80ｍ 宇和島道路舗装㈱ 5,040,000 平成22年12月23日平成23年２月28日 建設環境課

平成22年
12月20日 蕨生延行地区農道舗装工事 蕨生 工事 コンクリート舗装（ｔ＝10㎝）　Ｌ＝

400.0ｍ 藤岡建設 3,889,200 平成22年12月22日平成23年２月17日 産業振興課

平成22年
12月20日 蕨生奥内地区農道舗装工事 蕨生 工事 コンクリート舗装（ｔ＝10㎝）　Ｌ＝

279.0ｍ 藤岡建設 3,032,400 平成22年12月22日平成23年３月11日 産業振興課

平成22年
12月20日 蕨生２- ９がけ崩れ防災対策工事 蕨生 工事

法覆コンクリートＬ＝14ｍ　石積工Ａ
＝48㎡　排水工　Ｌ＝14ｍ 
ストンガード　Ｌ＝23ｍ"

中山産業㈱ 6,961,500 平成22年12月23日平成23年３月20日 建設環境課

平成23年
１月18日 文化財収蔵庫兼展示室改修工事 松丸 工事 旧若葉寮を文化材収蔵庫兼展示室に改修するための共通

仮設工、解体工、建築工、電気設備工、給排水衛生設備工。山本工務店 9,502,500 平成23年１月25日－ 教 育 課

平成23年
２月16日 防災資機材整備事業 松丸 物品購入

・多人数用救急箱・災害救助工具セッ
ト・パック毛布・アルミマット・ラッ
プポントレッカー・簡易間仕切り・段
ボール畳・スケットイレ・ホイッスル

喜多商事㈱ 3,024,000 平成23年２月17日平成23年３月14日 総 務 課

平成23年
２月16日 町道維持管理重機整備事業 延野々 物品購入 ミニ油圧ショベル１台 

機械質量　2,400㎏以上3,000㎏以下 トーヨースギウエ㈱ 3,024,000 平成23年２月16日平成23年３月24日 建設環境課

平成23年
２月16日 低燃費低公害車購入事業 松丸 物品購入 トヨタプリウス（Ｌグレード）２台 

ＥＴＣ、スタットレスタイヤ、アルミホイール等含む 山崎自動車 4,319,700 平成23年２月16日平成23年３月14日 総 務 課

平成23年
２月16日 富岡７-47 がけ崩れ防災対策工事 富岡 工事 法覆コンクリートＬ＝17ｍ 

排水工　Ｌ＝19ｍ ㈲吉本庭園 6,434,400 平成23年２月19日平成23年５月31日 建設環境課

平成23年
２月16日 蕨生２- １がけ崩れ防災対策工事 蕨生 工事 法覆コンクリートＬ＝19ｍ 

排水工　Ｌ＝19ｍ　石積工　Ａ＝71㎡" ㈲山口建設 8,772,750 平成23年２月22日平成23年５月31日 建設環境課

平成23年
２月16日

国民健康保険中央診療所
給湯設備改修工事 延野々 設備工事 給湯用温水ボイラーおよびガス給湯器の更

新　貯水槽の清掃および点検 ㈴松野建設 2,904,300 平成23年２月16日平成23年３月22日 診 療 所

平成23年
２月16日 町道古井谷線改良工事 延野々 工事 Ｌ＝200ｍ　Ｗ＝5.5（9.25）ｍ 

路側擁壁工　１式　排水工　１式" ㈴松野建設 21,756,000 平成23年２月17日平成23年７月31日 建設環境課

平成23年
３月15日 公営住宅長寿命化計画策定業務委託 町内全域 委託 住宅全223戸 ㈱エリアトータルプランニング 2,047,500 平成23年３月16日平成23年12月31日 建設環境課

※ 生活環境の保全に関する環境基準（類型Ａ）利用目的の適応性は、水道２級、水産１級、水浴が出来るものを基準値に設定 の部分が
水質基準に適合していない箇所です。
　 生活環境保全に係る水質基準に適合していない項目があります。特に、大腸菌群数については、家庭から排出される生活排水が原因と考えられます。

「みんなの川です、川を汚さないようにしましょう。」
水素イオン濃度（ＰＨ）… … … … … … 酸性、アルカリ性を示す指標で、７は中性を表し、これより値が大きくなるほどアルカリ性が、これより値

が小さくなるほど酸性が強くなる。
溶存酸素量（ＤＯ）… … … … … … … …  有機物を酸化し安定な形とするため必要とされる酸素が水に溶けている量である。
生物化学的酸素要求量(ＢＯＤ) 　…  …  水中にある有機物を、好気性微生物が分解するときに消費する溶存酸素の量。（多いほど水質の汚濁度が高い。）
浮遊物質（ＳＳ）… … … … … … … … …  溶けないで水中に浮遊している濁りの成分、数値が高いほど水が濁っている。
有機物等　 … … … … … … … … … … … … 有機物等による汚染の度合いを表したもの。
濁度　… … … … … … … … … … … … … … 水の濁りの程度を数値で表したもの。
大腸菌群数　 … … … … … … … … … … …  し尿、下水、排水をはじめ土壌、河川、地下水、など広範囲に存在する。
　　　　　　　　　　　　　　　　　糞便汚染や病原性混入の可能性もあるので、汚濁の指標とされている。

平成23年度中に入札を行う予定の業務
区 分

（新規または変更）
業　　務　　名 業務場所 業務期間 業務種別 業　務　概　要 入札・契約方法 入札予定時期

新規 水圧式マッサージベッド購入 延野々 平成23年４月～平成23年５月 物品購入 ベッド型マッサージ器（１台） 
電源工事　リース物件の処分 指名競争入札 平成23年４月

新規 史跡河後森城跡保存整備実施設計
業務委託 松丸・富岡 平成23年５月～平成24年３月 実施設計 史跡河後森城跡東部ゾーン及び風呂ヶ谷ゾー

ンの環境整備工事の実施設計 指名競争入札 平成23年５月

新規 町道葛川富岡線測量設計業務委託 吉野 平成23年６月～平成23年８月 委託 測量設計　Ｌ＝200ｍ 指名競争入札 平成23年６月
新規 町道上目黒浅辺線測量設計業務委託 目黒 平成23年６月～平成23年８月 委託 測量設計　Ｌ＝200ｍ 指名競争入札 平成23年６月
新規 町道上家地線測量設計業務委託 上家地 平成23年６月～平成23年８月 委託 測量設計　Ｌ＝100ｍ 指名競争入札 平成23年６月

新規 消防ポンプ自動車購入 松丸 平成23年６月～平成24年３月 物品購入
消防ポンプ自動車CD-1型（１台） 
艤装費用、取付品及び取付装置、付属品、規
格外取付品及び付属品含む

指名競争入札 平成23年５月

新規 目黒ふるさと館展示室改修工事 目黒 平成23年７月～平成24年３月 工事 展示施設の改修工事 指名競争入札 平成23年７月
新規 埋蔵文化財センター整備工事 松丸 平成23年７月～平成23年９月 工事 埋蔵文化財センターの浄化槽設置、体験活動スペース等の整備 指名競争入札 平成23年７月
新規 フィールドミュージアム整備工事 松丸ほか 平成23年７月～平成23年８月 工事 町内文化財・文化資源の案内標識、案内板等を整備 指名競争入札 平成23年７月
新規 古田池浚渫工事 豊岡 平成23年８月～平成24年３月 工事 排土工　一式 指名競争入札 平成23年８月
新規 宮ケ谷池浚渫工事 豊岡 平成23年８月～平成24年３月 工事 排土工　一式 指名競争入札 平成23年８月

河川名
項 目

水素イオン濃度
（ＰＨ）

浮遊物質
（ＳＳ）

生物化学的酸素要求量
（ＢＯＤ）

有機物等
（KMnＯ4） 濁　　度

溶存酸素量
（ＤＯ）

大腸菌群数

観測点・基準値 6.5以上～ 8.5以下 25㎎/ℓ以下 2.0㎎/ℓ以下 10.0㎎/ℓ以下 ２度以下 7.5㎎/ℓ以上 1,000MPN/100㎖以下

広見川
五 郎 丸 橋 8.04 4 1.37 3.3 2.1 11.44 2,300
大 門 橋 8.11 5 1.46 2.8 2.2 11.60 4,900
真 土 橋 7.62 3 1.42 3.2 1.7 10.75 3,300

鰯 川 鰯 川 河 口 7.77 2 1.19 2.4 1.2 11.04 7,900
石ヶ内川 豊 岡 め が ね 橋 7.75 2 1.01 2.5 1.3 10.79 4,900
延行川 谷 口 橋 7.82 3 0.88 1.9 1.3 11.19 4,600
奥野川 奥 野 川 河 口 7.72 1未満 0.88 1.6 0.8 11.09 350
堀切川 Ｊ Ｒ 鉄 橋 7.75 3 1.08 1.9 1.5 11.05 3,300
目黒川 寺 橋 7.55 2 0.63 1.3 0.4 11.15 130

採水日平成23年３月２日広見川水系水質検査結果

※200万円以上のものを記載しています。
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　５月１日から、西予市立宇和病院のご協力により、医師の派遣を受けることが出来るようになり、水曜日の２週
及び４週目の外来診療を再開しております。
　なお、代診医の確保については努力をしておりますので、何とぞ、ご理解のうえご承認ください。

外来診療の変更のお知らせ

月 火 水 木 金 土
検査 随 時 、 予 約 制

休　診

午
前

１　診 角　藤 角　藤 清　水 角　藤 角　藤

２　診 清　水 県中医師
宇和病院医師
（２・４の週）

休診（１・３・５の週）
清　水 清　水

午
後 診察 交　代 県中医師

宇和病院医師
（２・４の週）

休診（１・３・５の週）
交　代 交　代

　　　　　　　　　診療科目：内科・小児科・外科・リハビリテーション科
午前受付　８：30～11：30　　午後受付　13：30～17：00
午前診療　９：00～12：00　　午後診療　14：00～17：30
　※出張診療所の午前診療日　目黒：第一金曜日、吉野：第二金曜日、谷口：第三金曜日
　　（例）出張診療所の診療日　６月－目黒：３日、吉野：10日、谷口：17日　７月－目黒：１日、吉野：８日、谷口：15日
　上記につきましては変更することがあります。
　※時間外の緊急連絡先　☎42－0707� 松野町国保中央診療所

平成23年度から国民健康保険税率を改正します
　国民健康保険は、職場の健康保険、後期高齢者医療制度で医療を受けている方や生活保護を受けている方を除く
すべての方が加入する医療保険です。
　加入者が保険税を出し合い、それを医療費に充てることで、病気やけがをしたときに、安心して医療機関を受診
できるように、みんなで助け合う制度で、各市町村が運営をしています。

■国保財政の現状
　国保財政は、被保険者の高齢化や診療報酬の改定に伴う医療費の増加などにより、年々支出が増え続けている状
況にあります。その一方で、長引く景気の低迷による所得の減少等により、国保税収は減少傾向にあり、国保財政
は大変厳しい状況となっています。
　このような中、本町におきましては、国保財政の貯金にあたる国民健康保険財政調整基金を繰り入れるなどして
対応してきましたが、今年度末にはこの基金も底をつく見込みで、このままでは一般会計からの法定外繰り入れに
より赤字を補てんせざるを得ない状況が生じてしまいます。
　このため、国民健康保険税率を改正させていただくことになりましたが、財源不足分を全て国保税で賄うことは、
国保加入者の負担が大幅に増大することから、前年と比較して平均で約５％の増税とさせていただきます。
　厳しい財政状況の中、加入者の皆様にはご負担をおかけすることになりますが、ご理解とご協力をお願いします。

■国民健康保険税率の改正内容
　平成23年４月から国保税率が次
のとおり改正されます。

※ 平成23年度国民健康保険税納税
通知書は、７月上旬に発送します。

■医療費を有効に！
　特定健診を受けましょう。
　病気の早期発見・早期治療は慢
性疾患などの生活習慣病を予防す
るために欠かせません。
　毎年必ず特定健診を受診し、自らの健康管理に心がけましょう。（費用は無料です）

■医療費の節約にご協力を！
　加入者の皆さんのちょっとした心がけで医療費を節約することができます。
　年々増加する医療費を抑えるためにも、是非ご協力ください。
　・休日や夜間の受診を控えましょう。  　　・同じ病気での重複受診はやめましょう。
　・薬のもらい方を見直しましょう。  　　・かかりつけ医をもちましょう。
　・医療費窓口無料化による安易な受診は控えましょう。
　・ ジェネリック医薬品（後発医薬品）の利用を検討しましょう。

全加入者 40歳～ 64歳
医療給付費分 後期支援金分 介護納付金分

改正後 改正前 改正後 改正前 改正後 改正前
所　得　割 据え置き 8.10％ 据え置き 2.00％ 据え置き 1.90％
資　産　割 38.30％ 38.80％ 据え置き 9.70％ 据え置き 8.60％
均等割

（１人あたり）
21,000円 18,500円 据え置き 4,600円 据え置き 7,600円

平等割
（１世帯あたり）

23,300円 19,400円 据え置き 4,800円 据え置き 4,300円

賦課限度額 51万円 50万円 14万円 13万円 12万円 10万円
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◇世帯数 1,984世帯（＋３世帯）
◇総人口  4,462人  （－５人）

男2,118人　　女2,344人
（４月中の異動）

  出生　１ 人  死亡　３人
  転入　13 人  転出　18人
平成 23 年 4 月 30 日現在

町　の　人　口
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竹ぼうき50本を

いただきました！！

　この度、町内吉野の金谷寿雄様から

町に対し、手作りの竹ぼうき50本の寄

贈がありました。

　町では、竹ぼうきを有効に利

用させていただくため、町内の

各小・中学校に配布させていた

だきました。

　各学校では、早速清掃活動で

使用しており、今後も学校の環

境美化を図るため、大切に活用

させていただきます。

　温かいご厚意に感謝申し上げ

ます。ありがとうございました。

年　月　日
宇　和　島　市

北　宇　和　郡
外　科　系 内　　　科　　　系

平成23年６月５日㈰
宍戸脳神経クリニック
堀端町　☎（22）0597

松 浦 内 科 医 院
並　松　☎（23）1122

山 下 小 児 科
堀端町　☎（23）0055

永 井 内 科 医 院
津島町　☎（32）6688

平成23年６月12日㈰
鎌 野 病 院
広小路　☎（24）6611

山 本 内 科 医 院
本町追手　☎（22）5100

こ ば や し 小 児 科
長　堀　☎（23）1150

鬼北町国保日吉診療所
鬼北町　☎（44）2250

平成23年６月19日㈰
上 田 外 科
広小路　☎（25）0100

楠 崎 内 科
本町追手　☎（24）2211

こ お り 小 児 科
中央町　☎（24）5633

城 戸 医 院
鬼北町　☎（45）1234

平成23年６月26日㈰
友 松 外 科・ 胃 腸 科
鶴島町　☎（22）0410

中 山 内 科 胃 腸 科
堀端町　☎（22）0707

やくしじこどもクリニック
泉　町　☎（24）1386

富 山 医 院
鬼北町　☎（45）0360 

６月の休日当番医

写真は東小学校の様子
　「児童の清掃活動にも力が入ります」

行　事　予　定

６／４㈯　蛍の畔道ライトアップ
　　　　　目黒地区　17時30分～

６／12㈰　平成23年度田植休み

６／18㈯　伊予美人ライブVol.17
　　正木本店酒蔵　18時30分開演

　　出演　おおたか静流＆ウベワルタ
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ん
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歳
）

７月・８月生まれの町民を募集します！
　広報まつのでは来月号から年齢・
性別を問わず、誕生日の町民を紹介
していきたいと考えています。
　掲載を希望される方は、総務課広
報担当までご連絡ください。
※都合により掲載できない場合もあ
りあますのでご了承ください。
【問合せ先】
　☎42－1111（内線212）
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